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1．調査の目的

本県石見中西部の海岸線は砂浜地が多く．変化に乏しいが．地先沖合に広大な大陸棚を擁し、さ

らに江川、高津川の２大河川が流入して魚介類の生息に適した漁場環境を呈している。また対馬暖

流の影響を受けて多獲性回遊魚の来遊が多く．これらを対象とする漁業の発展はめざましい。しか

し.この海域の底質は砂質・砂泥質が多く出雲．隠岐地区に比較して天然魚礁に恵まれないため回

遊魚の移動が速く、瀬礁性魚類が十分活用されていない。本地区沿岸漁業の重要魚種である．ぶり

･たい類。いさきは

高島周辺海域．浜田

沖天然礁．江津沖郷

の瀬にそれぞれ滞留

しながら回遊してい

るため．これらの天

然礁は優良な漁場を

造成しているが，着

業数に比べ漁場が著

しく狭溢になってい

る。このため回遊経

路である高島周辺の

前の瀬と浜田沖にあ

る沖の瀬のほぼ中間

点の水深６０ｍ～８０

ｍ底質砂泥質の海域第１－１国鯛査水城図
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悪

に。ぶり・たい・いさき等の蛸集，滞留期間の延長・資源の培養を目的として．天然砿から独立し

た大規模な魚礁漁場を造成する必要がある。この調査は本県中西部にぶり・たい・いさき等魚礁性

魚類の婿集滞留場となる大規模な人工礁漁場を造成するために行った基礎調査である。

２．国垂地区の所在地

1）地区名浜田地区

2）所在地（１）島根県遍摩郡温泉津町

（２）〃江津市

（３）‘浜田市

③”那賀郡三隅町

（５）”益田市

8）調査海域Ａ：Ｎ８４ｏ－５４９５ｌ Ｅ１３１。－

B:N84o-5L20lE132゜－

０：Ｎ３４ｏ－５Ｌ５５１ Ｅ１３１。－

Ｄ：Ｎ３４°－４７Ｂ５Ｉ Ｅ１８１。－

５９．７０１

００．４０１

５２．８００

５３．４００

Ｈ観 側

１．－般海象

第Ｈ－１図で示されるように調査海域に21観測基点を設け．５月７月は各定線（Ａ・Ｂ．Ｃ）３゜

４．６．７の12点．１０月は各定線１゜２．３．４の１２点について水温および塩分の観測を行った｡観測層

は原則として0゜１０．２０．３０．５０．７５．１００ｍおよび海底直上２ｍの各層である。使用計器は転

倒採水器、防圧型転倒温度計（水温）およびサリノメーター（塩分）である。また，調査海域近辺

の海況を知るため．浜田北々西6.5浬地点（Ｎ３５－ＯＯ１６Ｅ１３牙－００１）の平均水温および塩分

の経月変化（１９６５～６９年）を第Ｈ－２図に示した。これによると、表層（１０ｍ)は129～14.9℃

（１～４月）から２６４～２６．７９０（８～９月）の範囲にあり年間水温差は13.78°Ｃと大きい。中層

（５０ｍ)は12.9～22.2℃の範囲にあり対馬暖流が弱勢となる１１～３月では表層（１０ｍ)との水温

差はほとんどみられない。下層(１００ｍ)は日本海固有冷水の１つである浜田沖冷水の影鱒をうけ、

年間変動は小さく12.9（８月)～18.7℃（８月）となっている。一方､塩分の変動をみると表層・中層

は冬～春季に高かん（極大値は表・中層とも８４．９６，５６)で．７月になると大陸淡水および梅雨季の

－１２２－
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第Ｈ－１図鯛査定点図（海洋観測一ペントス。プランクトン）



の陸水の影響があらわれた下

降しはじめる。そして９月に

は最低塩分期（表層が３２汀０

％6、中層が33.78％｡)とな

り.１０月から再び上昇に転じ

ている。下層は冬～初夏に高

かん（極大値は34.69％｡）

で､夏～初冬にかけて次第に

低かん（極小値は34.14Ｚ｡）

となっており表・中層に比べ

変動の位相のずれが１ケ月程

みられる。また、夏型海況の

特徴である夏季の高温゜低か

んの傾向は表層ほど著しくな

っているＣ

ｌ）水平分布

（１）５月の水温・塩分

（第Ｕ－８図～第Ｈ－

５図，付表１－１）

水温は各層とも沖合

にむかって次第に高温

になる傾向があり、沿

岸域では陸岸に並行し

て等温線が走っている。

0ｍ層は１８°Ｃ台．３０．

５０ｍ層は16℃台でＯ～

８０ｍの水温隔差が大き

一水凹--.-.．宅分

、

、

1月２８４５６７８９ｍｌＩＩ２

Ｌｕ、

BＤＫ

Ｍ１２３０５６７８９１０ｌＢｌ２

］【

８

２

Ｍ１２３４５６７８３１０ＩｌＩＺ

第Ｈ－２図浜田沖（緯度５５．０度,経度１３２．０度)に

おける水温,塩分の経月変化１９６５～６９年

ぃ。また50m層のstB6付近に高水温域がみられる。塩分は各層とも84.4％･前後の高かん水が

主でゆるやかな水平傾度を示している。ＳＬＣ８．０ｍ届付近に弧立したように高塩分の水塊がみられ

るが．この水塊は30.50ｍ層ではみられない。

（２）７月の水温・塩分（第Ｈ－６図～第ｉ－８図．付表１－１）
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水温は各層とも沖合になるほど

高温で．．また調査定線ｃ線の西側

ほど高温という傾向がある。０，

燗は27～28℃台，８０ｍ層は23～２４

１Ｊ台．５０ｍ層は22PC台で．Ｏ～８０

ｍ層の水温隔差が４℃前後と大き

い。したがってこの層間に水温園

|属の存在がうかがえる。また５月

と同様50ｍ層ＢｔＢ６付近に高水温

域がみとめられる。塩分も沖合に

なるほど高かんとなる傾向がみら

れるが，３０ｍ層では沖合と沿岸か

ら高かん水にはさまれたかつこう

で低かん帯が東西に走行し、水温

と同様ｓＬＢ６付近に高塩分の核の

存在がみとめられる。また0ｍ層

の水平傾度は３０゜50ｍ屑に比べや

や大きいが，いずれにしても比較

的ゆるやかで下層ほど高かんとな

る傾向を示している。

（８）１０月の水温。塩分（第Ｈ－９

図～第Ｈ-11図，付表Ｈ－１）

水温は各層とも５月,７月とは異

なった傾向を示している。0ｍ層

：は西に行くほど高温となり．３０ｍ

ｌｉ勤はほぼ陸岸に並行して等温線が

走っている。また50ｍ層では中央

部にやや高温水が舌状に張り出し

その東・西側に低温水の分布がみ

られる。各層とも23℃台で各層間

での水温隔差がほとんどみられな
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第Ｈ－３図５月水平分布図（水温，塩分）

Ｉｄ００

築〆Ⅷ
０．４４

－虫■（｡Ｃ）

・・・一一一四ｔ11毛） .OＺ

８０■

■
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蕊×．
い。塩分は各層とも88.6％｡～

８３８％･台の低かん水が主で．

沖合ほど、また下厨ほど高かん

となっている。また釦、層の津

摩沖BtO2--C8付近に高塩分の

水塊の存在がみとめられる。

2）鉛直分布

（１）５月の水温・塩分・ａＴ

（第:－１２図．付表H－１）

各定線とも水深10～20ｍに水

深10～20ｍに水温鰯層があり水

平分布でもみられたようにｓｔＢ６

の40～70ｍ深に高温・高塩分域

が、ＢｔＣ８の20ｍ以浅に高塩分

域がみられる。またＡ線上の海

域は表面から底まで塩分隔差が

非常に小さく・特に沖合のstA6，

Ａ７でその傾向が顕著である。水

温・塩分・ａＴ分布を対比検討

してみると、ＢｔＢ６を中心に沈降

性（時計まわり）の渦流を示唆

するような走向がみられるのが

注目される。

（２）７月の水温・塩分・ａＴ

（第H－１３図，付表N－１）

５月に比べ水温は５～10℃高

目となり．水温騒層は各定線と

も20ｍ深を中心に存在している。

塩分をみると表層は83.2～８３６

％6の低かん水でおおわれ下層

ほど高かんとなっている。以上
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鏑Ｈ－６図７月水平分布図（水温,塩分）
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のように水温・塩分ともほぼ完

全成層で夏型の海況の特徴をよ

く示している。また水平分布で

もみられたようにＢｔＢ６２０～４０

皿深に高温・高かん域がみとめ

られ、５月と同様ＢｔＢ６を中心

に沈降性（時計まわり）の濁流

の存在がうかがえる。

(8)１０月の水温・塩分・ＤＴ

（第H-14図､付表H－１）

７月に比べ水温は各定線とも

Ｏ層では．ほぼ４℃前後の低目

となり．逆に80ｍ層で１℃､５０

ｍ層で１～２℃の高目となった。

また水深40ｍまではほとんど温

度差がなくＢｔＡ４ｏＢ４付近の水

深５～20ｍでは表面より高い水

温値がみられた。塩分も全般に

３３７％・前後の低かん水が主で

水深40ｍから上層は鉛直隔差は

ほとんどなく，沿岸域に低かん

水が分布し、沖合になるに従っ

て高かんとなっている。４０ｍか

ら下層の所では深くなるにつれ

て高かんになるという成層状態

を呈している。以上から40ｍ以

浅域において対流による鉛直混

合が進んでいる模様がよくうか

がえる。またＢｔＣ２の10ｍ深に

やや高温・低かんな核がみられ

輯×Ⅷ

第Ｕ－９図１０月水平分布図（水温,塩分）
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,×Ⅷ鐘
２８.■

－叺A1（・【0

.-~.････－.▲ＣＤ０兆、

５０■

ａＯ

Ｚａｑ

る｡

第Ｈ－１１図１０月水平分布図(水温,塩分）
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水陛（｡ｃ） 唱分（ツ｡｡） ＳＴ．

０
肱
０

０
０

０
０

２
４

６
８

０
１

１

０
ｍ
０

０
０

０
０

２
４

６
８

０
Ｄ
Ｉ

Ｉ

0

A８“Ａ６的 ＡｎＡ４ＡＯＢＡ？

０
ｍ
０

０
０

０
０

２
４

６
８

０
１

１

ｊ
０
０

０
０
０

０
ｍ

２
４
６
８

Ｏ
Ｉ

Ｉ

9,m

Ｂ３Ｂ４Ｂ６、７

(、）

０

1118-56［

iillII ２０

４０

６０

８０

１００

羽o〔

．’

ＣＲＣｄＣ６Ｃ７ 山ＣｑＣ６Ｃ７ 由Ｃ４ＣＧＣ７

第Ｈ－１３図７月鉛直分布図（水温,塩分,６Ｔ）

－１２９－



水温（｡Ｃ） 塩分（％」 ＜￣

ロ
０

０
０

０
（
皿

０

ワ
』

４
『
Ｕ

【
ロ

０
０
ｔ

Ｉ
Ｄ

、
０
０
０
０
０
０

２
４
６
８
０

リ
ー

１

Ａ
汎
ロ

Ｓ
Ｅ
尿
２

３
８
８
８

、［

Ａ１ＡＺＡ３“

（ｎ

ｏ

２０

４０

６０

８０

１００

０
０

０
０

０
鯨
０

２
４
６
８

０
．
１

１

４

uｌ、Ｂｏｎｎｌｌ４ＢｌＤｚｌｌｍｌｌｄBｌｎ２１ＭｂＢ４

(、

0

２０

４０

５０

８０

１００

亜【玉

第Ⅲ－１４図１０月鉛直分布図（水温,塩分,６Ｔ）

－１８０－

－



般気象２．

浜田測候所による資料を用いた。なお気温・降水量は１９４１～１９７０年〈30ケ年)，風速・全天

日射量は１９６１～1９７０（１０ケ年汎風浪階級は１９７１～１９７５年（５ケ年)の月別平均値を用いた。

また風向については春は４月、夏は８月，秋は10月、冬は１月２月の１９６７～１９７６年（１０ケ年）
の平均値(鯵)をもって各季節を代表させた。
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ｌ）気湿

気温の月変化は第Ⅱ-15図左上段に示してある。これによると年間最高温は８月の２６２℃・つ

いで７月の２５０℃・年間最低温は２月の５４℃,ついで１月の5.5℃となっている。周年平均気温

は１４．９°Ｃで気温変化は比較的ゆるやかであるが夏季高温の特徴がよくうかがえる。

２）風連

風速の月変化は第１－１５図右上段に示してある。これによると冬季の11月～３月が強く１月が

最大で59m/5ec･ついで12月が52,石b灰ある。－万夏季の５月～９月が弱く６月が30m§6ｃ
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Ｎ

ついで５月が8.8m“ｃ

である。周年平均風

速は4.1m/56.である。

３）降水型Ｌ

降水通の月変化は

第Ｕ－１５図左下段に

示してある。これに

よると９月の２４７極

７月の２３８画､､６月

の200重が多く，その

他の月は99～132…

と少なくなっている。

９月に降水型の極大

を示し10月から12月

鞭 鐘
憐Ｉ

(勘

竹

臼
６$

Ⅱ
Ｖ

繭
８１名）

宵
■

Ｓ

鯖Ｈ－１７圏浜田における風向頻度１９６７～７６
ケ

にかけて次第に減少して１１０～１２５麺となり，いく分日本海的でない傾向がみられる。年間降水
量は１７０２“である。

４）全天日射量

全天日射量の月変化は第Ｈ－１５図右下段に示してある。これによると夏季に高く冬に低い山型

＝の傾向がみられる。極大は８月で４０７cal/t】ﾛU2・day・ついで５月の３９０cal/tHHf゜day，極小は

１月で１２８cal/t厳･day、ついで12月の１２９cal/ｔｒｆ・day･年間平均値は２８６cal/t固'･dayで
ある。

５）風狼

風浪の月変化は第Ｈ-16図に示してある。これによると夏季の６～９月は階級２以下のおだや

かな日が多く、冬季の11～２月は階級８以上のしけの日が多くなる。年間を通じて階級５以上は

非常にまれである。

６）風向

風向の季節変化は第Ｈ-17図に示してある。これによると春と夏は北東および南西が卓越し，

お互いに類似した傾向を示している。秋は北東が卓越し、春。夏にみなれた南西の頻度はかなり

低くなっている。冬は北東および西が卓越している。

－１３８－
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沈降性（時計まわり）の渦動域の存在が認められる。そしてこの渦動域は５月には50ｍ深に小規

模にみられる。さらに７月には30～50ｍ深に広範囲にわたってみられ０１０月には東西方向への広

がりをみせている。調査海域の大概的な流動は、この時計まわりの渦動域の影響をうけて混合・

変質しながら複雑な様相を呈している。

４）中層・底層の流動模式

前述の流動の調査結果および底質分布（第Ⅱ－２図）から中層および底層の流動を考察し模

式化（第１－２５図．第１－２６図）した。これによると中層の流動は距岸約７Km，水深80ｍ以深の

調査海域の中央部に沈降性（時計まわり）の渦動域がみられる。底層は中層と同様な渦動域の存

在がみとめられるほか．距岸８～４Km･水深60～70ｍ海域に湧昇性（反時計まわり）の渦動域が

存在し，底質分布からもうかがえるように複雑な流動傾向を示している。

、側 量

調査の概要

己:㈱“
…征野巾累暦

一カスミ伍玄“'）

1．

1）調査の方法

（１）海上位置決定の

方法三点両角法

（２）深浅測量音響

測深機(ＲＳ－６１Ｓ

型音響測深機）を

用い，連続的な海

底地形断面を取得

した。

（３）海底地質調査

火花放電式音波探

査機（スパーカー・

NE19C型)を用い、

地質断面．軟弱圃

属厚．基盤層深浅

を取得した。
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第、－１表地質層序表 2．調査の結果

1）調査地域周辺の地形，地

質の概要

調査海域一滞は，大陸棚が広

く発達している地域で.200ｍ

等深線でみると朝鮮半島とは

陸橋を形成している地域であ

る。100ｍ等深線は浜田市沖合

で約５１位にあるが．益田市沖

では約15Km沖合となり．高島

を取りまくようにその沖合に

描かれる。５０ｍと75ｍの等深

線間隔において・東側では巾

約１Kｍと約1/４０の傾斜とな

っているが，浜田市より西側

では次第に等深線間隔が広が

ってくるようになり．高島東

側では約1/820の勾配で緩傾

斜となっている。

浜田から益田地域にかけて

分布する地質構成は第Ｍ－１

表、第Ⅲ－１図に要約される。

当地域を構成する基盤層は．三隅川流域を中心に広く分布する三郡変成岩である。

２）深浅測量

調査海域の地形は、最浅部で18ｍ・最深部で100ｍであり｡等深線の伸び方向はほぼ海岸線の方

向であるＮＥ－ＳＷ方向を示している。調査海域の東南部と西南部では岩礁の影騨で等深線が複雑

な形を程しているが．その他の地域はほぼ一様な等深線間隔を示している。調査海域の西側では．

等深線の間隔が広くなって来るのが特徴で、東側と比較して海底勾配は緩くなっている。特に６０

ｍから70ｍの等深線で囲まれる地域は、特に西側で広い面積を示しており､一つの平担面を形成

している。高島周辺の海底は多くの岩礁が分布し、複雑な等深線の形態を示しているが、調査海

－１４５－

地質時代 地層名 岩相

新生代
第四紀

第三紀

沖積世

洪積世

鮮新世

中新世

沖積層

津野津累層

玄武岩

(五箇累圃）

石見層群
川合累層

波多唖層群
石英安山岩

安山岩

礫・砂・粘土堆積物

円礫砂・粘土堆積物

カスミ石玄武岩

礫岩．砂岩，頁岩

石英安山岩

複輝石安山岩

普通御石安山岩

火山砕屑岩

中生代 白亜紀 逆入岩類

黒雲母花崗岩

斑状黒雲母花崗岩

角閃石黒雲母閃緑岩

古生代 二畳紀 三郡変成岩

石墨片岩．緑泥千枚岩

組雲母片岩，緑廉片岩

片状砂岩、結晶質石灰岩
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域内ではそれらの影響が連続することなく，一様な等深線となっている。（第Ｈ－２図）

８）海底地質の様相

スパーカーを用いた音波探査の解析によって得られた地質断面のうち．沖積世以降の堆欄物で

団結度も非常に低く極めて軟弱な地層の層厚線は第Ｍ－８図のとおりである。これによると測線

Nol～lqo8の北側.測線Ｎｏ８～Ｎｏ９の南側ではこの軟弱層の分布が認められず、この両地区を結

ぶＮＮＥ～ＳＳＷではこの層の層厚が薄くなっている。その両側では次第に層厚が増す傾向がある

が．その傾向は一様ではなく、かなり不規則な様相を呈している。最大層厚は測線ＮｏｌＯの北側

で13ｍを示している。６０ｍ～70ｍの等深線の粗な部分を示していた南西部あたりでは一般的に層

厚が薄く､全体としては侵食平担面の様相を程している。

Ｗ調 査

１．底質

底質の資料は調査海域を１ｍ等間隔に基本点を設け、スミスマッキンタイヤ型採泥器で107点採

・架した（第Ⅱ－１図)。採集した資料は節分法で粒度分析し、その結果から中央粒径値（Ｍｄｆ)を

求めた｡なお中央粒径値はKrumbinの鈩尺度に換算した（付表Ｗ－１）。さらに中央粒径値(Md４）

の等値線によって底質分布をあらわした（第１V－２図)。これによると、前述の水塊分布ならびに

後述する海底地形との対応が｡顕著で複雑な底質分布となっている。５０ｍ以浅の沿岸域では大砂と

なっているが、折居沖の70ｍ以浅の海域および古湊沖の60ｍ以浅海域では、細砂域の分布がみられ

る。８０ｍ以深は，東側に粗粒の底質が－部にみられる以外は細砂域が広がっておりロ中砂はこれら

の細砂域にはさまれた状態で東西にのびており.北東部および南西部でその分布面積が広い。また

中砂域の西側水深60～70ｍ，および東側の70～80ｍには大砂が分布しており、流速の大であること

がうかがえる。

2．生物環境

１）プランクトン

（１）調査方法

1977年５月20日．７月27日ロ１０月４日の３回水温・塩分調査と併行して行った。調査定点は

第Ｈ－１図．第1V－１図に示す８点である。このうち沖合水域のｓｔＡ７･ｃ７は５月と７月の２

１１１１，沿岸よりのStA1,Ｃｌは10月に１回調査を行った。採集は通称北太平洋標準ネット(Norpacnet）

-１４８－
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で｡口径45噸，ろ過部側長180“であるが，網地ｘｘ－１８のナイロン製布地を用いロミクロプラ

ンクトンを対象とした゜これに鶴見製のろ水計を取りつけ、各採集地点とも20ｍの垂直曳によ

り採集した。標本は船上において５あホルマリン液で固定した。沈澱量は沈澱管に24時間静置

後測定した。出現種の同定は東亜大学千葉卓夫教授に依頼した。プランクトン沈澱壁はろ水量

から１㎡当りのプランクトン沈澱量に換算し、各地点の比較に供した。

（２）調査結果

（i）沈澱型

月別のプランクトン沈澱量の分布状況を第Ｗ－３図に示した。

５月のプランクトン沈殿量は1.4～212砥`/bPの範囲内にあり．ｓｔＡ５を除けば全般的に沖合

域ほど沈澱量が大きく，また西側水域が東側水域より多い。１０"`/Ｉ!’以上の濃密水域は沖合

西側のＳＣＡ５，Ａ7にみられ、特にｓｔＡ５では21.2""6ヂを示す。一方津摩沖沿岸よりのstC3

では1.4風〃､Pと他に比べ非常に小さい値がみられる｡

７月のプランクトン沈澱量は５月に比べ著しい変化がみられる。すなわち５月と反対に沿

岸よりになるほど濃密となる傾向が認められる。また５月に漉密域を形成していたBLA5oA7

では急激に減少しており，ｓｔＣ７と同様非常に小さい値を示す(3.2～5“`/inP)。これらの８ｔ

以外では反対に５月に比べ顕著な増加現象がみられる。そして５月に最低値を示した８００３

では40.6厘`/､Pと最高の沈澱量とな二ている。

１０月になると全域にわたって７月に比較し減少しており，ほとんどの８ｔが3.3～4.1ｍ`/iｉｆ

の範囲内にある。しかしｓｔＣ５では他の約1.5倍の沈澱量がみられる。

対馬暖流域にある日本海のプランクトン月別平均量分布をみると，（１９５８年対馬暖流開発

調査報告書）春（４月）と秋（９～11月）に多く，冬（12～１月）と夏（７～８月）には少

ない（４月に年間最大値を示す）といったパターンがみられる。このような年間にわたるプ

ランクトンの消長から考えると，調査海域のプランクトン相はかなり特異的な変化を示して

おり。また複雑な海況を物語っているといえる。

（ii）プランクトン組成

各採集地点において検出されたプランクトンの組成を第Ｎ－１表に示した。この表では主

観的ではあるが．比例記号で各種類の出現量をｃｃ：非常に多い．Ｃ：多い,＋：普通．ｒ：少

ない．ｒｒ：稀に出現するの５階級に類別し表示した。

ａ、５月のプランクトン相

｡植物性プランクトン

出現種類も数量も少なく検出したプランクトンは10属21種にすぎず、動物性プランクト

－１５２－



ンに比較して減衰期に当っていた。優占種としてあげられるものはDただ珪藻類のRhizo

solmiaimbricataが増殖期に該当したのみで,次いでChaetoceroBcoarctatusが普通

に検出されたにすぎない。またRhizosoleniacalca-aviBがｓｔＡ３･Ａ５に普通に出現し

た以外は殆んどみるべきものがなかった。…～

｡動物性プランクトン ・了

植物性プランクトンの組成と比較して，複雑で種数も数量も多かった。検出した種類は

52属116種に及んだ。

優占種としてあげられるものにNoctilucaBcintillansoParacalamlBがあり，普通に

出現したものにOeratiumtripostypicaDCerat･macroceros，Cerat・macroceros

vargallicumm・Cerat・carriensevlLrvolanS・Cerat･carriensevarmlanBf･

ceylanicumpOerat・trichoceros等があり，僥脚類では.Oithonaplumifera，Oith．

、皿a,枝角類ではPeniliaschmackeriがあり。幼体類ではOopepodanaUpli，Veliger

がこれに次いでいた。

原生動物中Ceratium属は43種を検出したが，その種類の豊富なことはこの海域の特異

性がある。

赤潮を形成するプランクトンとしては，NocLilucaBcintillansのみが検出されたにす

ぎない。

ｂ、７月のプランクトン相

。植物性プランクトン

５月のプランクトン組成は簡単で10属21種にすぎなかったが．７月やや回復し、１５属２４

種が出現した。

優占種としてあげられるのは、RhizosoleniaimbricataとｓｔＡ３でRhizoJoalcaaris

が増殖期に該当した。

◎動物性プランクトン

５月に比べ７月は減少し74種であった。５月優占種であったNoctilucascintillanBは

やや劣勢になったものの，まだその優勢を維持しParacalanusparvusは完全に衰退し・

劣勢になった。

原生動物中Ceratium属は５月に43種の多きを検出したが．７月には23種に減少し約半

減した。魚卵およびVeligerは５．７月共に同じ出現状態を示した。練皮動物のうち，ウ

ニ・ヒトデ・クモヒトデの幼体は５゜７月共に出現率は低かった。

ｃ、１０月のプランクトン相

－１５８－
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第Ｗ 1表 プランクトン組向

1５４－

PhVto-plankt面一V空ﾆリムユ Ａ３ Ａ５ Ａ７ Ｃ３ Ｃ５ Ｃ７

CoBcinOdiR企､n回 glgaB Ⅱ Ⅱ Ｒ ~I「 ＨＲ ＲＥ

ＣＯＢ．a8terom【halus Ｒ Ｂ Ｅ Ｒ Ｒｎ Ｒｎ

OhaeLocerosatlanticuBvar･neapolitana

Chaet．coarctatus

1０

Ｒ Ｂ

Ｒ

十 ＋

ＲＢ

＋

Ｒ

＋

Chaet．cuwisetu8 Ｒ Ｒ

Chaet．seiracnnthqnR Ｒ

Chaet、 GLffinis Ｒ Ｒｎ

BacteriaBtruImvarinnR Ｒ Ｒｎ

Ｂact・ hyalim】、 Ｒｎ

BiddulPhia sinenBiB Ｒｎ

RhizoBolenia setigara Ⅱ

Rhizo･ robugt2 Ｒ ＲＲ

Rhizo、 styliformis Ｒ Ｒ

Rhizo・ imbricata ｃｃ Ｃ ０ ＣＯ ｃｃ Ｃ

Ｒｈｉｚｏ･ calca-aviB ＋ Ｒ 千

DiLylium sol

Thalassiothrix frnuenfeldii

ILR

Ｒｎ

Thal・ ｌｏｎｇｉＳ８ｉｍａ Ｒ Ｂ Ｒ

NiLzschmseriata Ｒｎ

AchTD兜nthes longipeB ＋ Ｒ

Ａｍｌｌｌｏｒａ ｓＰ。 Ｒｎ

Zoo-nlankto-=`…且空 Ａ３ Ａ５ Ａ７ ０３ Ｃ５ Ｃ７

Ceratocorys horrida

DinoPhySiS ho皿uｍｃｌｕｓ Ｒ ＋ Ｒ IＬ

～ＲＥ

＋

Ⅱ

Ｒ

DinOphy、homunculusf・pedenculata ＲＥ Ｒｎ

Amphisoleni紐 bidentata ＲＥ Ｒ

Pyrocy8tiBnocLilun唾 Ｂ ＨＲ Ｂ ＲＥ Ⅱ Ｒ

Ｐyrocy｡ lunnla

Pyrophacus horologicum

ＢＨ

Ｒｎ

IBn ＲＢ

ＲＲ

ILR

ＲＲ

Ｒｎ

ＲＲ

Ｒｎ

NocLilucascintilInn烏

Perid：niumoceamicum

Ｃ

RIB

Ｃ

Ｒ

cｃ

ＲＲ

０

ＲＲ

ＣＯ

Ｒ・．

ｃｃ

Ｒ

Ｐｅｒｉｄ－peIltagonium ｆｂ ＢＲ

CeraLium fu1BuR ＲＲ ＲＥ
～

ユ

ＲＲ

Cerat・ eXLGnRtlm ＲＲ ＲＲ



－１５５－

Zd5=bl忘庇Z5面一一一一一一一Station Ａ３ Ａ５ Ａ７ ＯＢ Ｃ５ Ｃ７

Cerat．strictomm ＲＲ Ｒｎ

Cerat・ pennatum Ｒｎ Ｒｎ

Oerat、 breve Ｒｎ

Cerat．gibberum Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

Cerat、gibberumvar･siniBtrum Ｂ ＋ 、

Ｃｅｍｔ．lomInla Ｒ 1１

Cerat・ｌｌｍｕｌａｆ･megalocero8 ＲＲ ＲＥ IＩＢ

Oerat・lumllaf･brachyceroB Ｒｎ Ｒ

Cerat．contortum Ⅲ Ｒ Ｒ

Cerat、contortumvar・BaltanB Ｒ

Cerat kIlrstenii ＲＥ ＲＥ Ｒｎ

Cerat karBteniivar、robuBtrum ＲＢ

Cerat 1o唾iｍｌｍ ＢＲ

Cerat tripo8typica Ⅱ ＋ IＬ ＋ ＋ Ｒ

Cerat・triposvar・neglecta Ｒ Ｒ Ｒ

Cerat･tripoBvar・atlanMcum Ｒ、 ILR

Cerat・ hunrvuiUe Ｒｎ

Cerat．arieticInm Ｒ Ｒｎ Ｒ 鰺Ｒ

Cerat・ bucephalum ＢＲ Ｒ

Oerat．arcImtunm ＲＲ

Cerat．虹acile ＲＲ

Cerat．paradoxideB ＲＥ Ｒ Ｒ ＲＲ ＲＥ

Oerat．mmcroceroB Ｒ ＋ ＋ 十 十 ＋

CeraL・macrocerosvar、臼allicum 十 ＋ IＬ Ｒ ＋ Ｂ

Cerat．reticuU2Imm ILR Ｒ Ｒ Ｒ ＋ I｛

Oerat・reticulatumvarspiraliB ＲＢ ＲＲ ＲＲ ＋

Cerat、 deflexUnm ＲＥ ＢＲ ＢＲ ＲＲ， Ｒｎ Ｒ]Ｂ

Cerat-vultur ＲＥ ＲＲ

CeraL・vulturvar、iaponicus ＲＲ

Cerat．BnnmzntrImn】、 Ｒ Ｒ

Oerat．candel2brnm ＋ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

CeraL，candelabrumvar-dilatlltun、 ＲＥ Ｒ

Oerat．carrien8e Ｒ Ｒ ＲＲ Ｒ

Cerat、carrien8evar・volans ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十

Oerat・carriepBevar、volansf･ceylanicum Ｒ ＋ ＋ IＵ ＋ ＋

Cerat、 ｉｎｔｅｒｍｅｄｉｕｍ
－－■□.－－－－－－－－－－－－－◆￣■■■■■■■＝￣■■■■￣－－－T－－－－￣￣－－

Cerat、
－－－１１－－－=－－￣--~

Ｏｌｌｅ

QeｴａＬ－－－－－－Ｌｒｉ山oCeroS--＿＿Lrichoceros

Cerat inflem】、

ILR ＲＲ

ＲＩＲ
－－－１－－－

＋’＋＋

ＲＲＩＲ．

＋

’ＲＲＩ

Ｒ

＋ ＋ 十



ＲＲＲⅡ

-156-

Zoo-plankton一二浬｡』… Ａ３ Ａ５ Ａ７ ０３ ０５ Ｃ７

Oerat．mnRRilien8e Ｒ ＋ Ｒ Ｂ Ｒ ･Ｒ

Oerat･maBBilienBevar･protUber四日 Ｒ Ｒｎ

Oerat･ ｔｅｍ１ｅ Ｒｎ

CodomellOp8i8 Parva ＲＥ

Oodmel．nippcnica ＲＥ Ｒｎ ＲＥ

Ｃ極liella lon伊 Ｒｎ

Ｆａｖｅｌｌａｃ＄ｍｐａｍｌａ ＲＢ ＲＥ

mTmhdnnella Bpirali8 Rｎ

Globigerina bulloide8 Ｂ ＲＥ -ＥＩＵ

AmKhiloncbebelonoide8 ＢＢ

C2lzuvmzu helgolandicuB ＋ 十 ＋ Ｂ Ｒ Ｒ

EucalaIm8attenunntunR ＲＲ Ｒｎ

EDI唾1‐mUCrmatu8 Ｒｎ

Par巫巡uDnmnRparvuB Ｃ ０ Ｃ ＋ ＋ ＋

CLmRocalaml8arcuicorniB Ｂ

AcrocaMTDDDR gracilis Ｒ Ｒ Ｒ ＲＥ

Acro・ longicomis Ｒｎ Ｒ Ｒ

Ａｃｒｏ･ gibber Ｒｎ ＲＥ R正B、

Acartia cl型nzBi Ｒ Ｂ

Ａcar・ neligens ＲＩＬ

ＯｉｔｈＯＴｍ ｎＤｎａ ＋ ＋ Ⅱ ＋ ＋ Ｒ

Oith．plumifera ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十

Ｏｉｔｈ・ setigera ＲＥ Ｒ

Corycaeu8speciosu8 IＵ Ｒ Ｂ ､Ｒ

ＣＯｒｙ． dHnhli Ｒｎ Ｒｎ

Oory．cra88iuBculu8 Ｒ Ｒ Ｒ ＋ Ｒ Ｂ

ＣＯｒｙ｡ a8iatiCU8 ＲＢ Ｒｎ

Oory・ affini8 ＋ Ｒ Ｒ ＲＲ

ＣＯｒｙ。 concinnmB， Ｒ 、Ｒ Ｒ

CＯｒｙ． robuBtu8 Ｒ ＲＥ

Oncaea venu8ta Ｅ Ｒ Ｒ Ｒ ＢＲ Ｒ

Onc． ｍ企deterrania Ｒ Ｈ Ｒ Ⅱ ＲＥ Ｒｎ

Onc．coniferlL Ｒ

Hicrosetellarosea ILIL ＲＲ Ｒ Ｒ ＋

Macroseteua gracili8 Ｒｎ ＲＲ Ｒ

ClytemneBtraBcutellatIL Ｒ ＲＲ

Euterpina acutifron8 ＲＲ ＲＲ Ｒ

Evadne nordmHm1i

ＥｖｌＲｄ－Bpinifera Ｒｎ

Ｂ

Ｒ Ｒｎ



Ａ５Ａ７

７月分

Ａ３Ａ５

-１５７－

Ａ８ Ａ５ Ａ７ Ｃ３ Ｃ５ Ｃ７

Evad．Lergestina ＲＲ

PeniliaschUYmckeri ＋ 十 ＋ Ｂ ＋ ＋

Ｐ⑪dnn leucarti ILR

sagitta spp Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｂ ＋

DoliM1nmnatconalis ＢＲ Ｒ Ｒ Ｒ 十 ＋

Ｄｏｌｉ．dentiml2唾 Ｒ

Ｄｏｌｉ・gegenbaurif、Lritonis ＲＥ ＋ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

OikopleurarufeBcenH Ｂ Ｂ Ｒ Ｒ 十 Ｒ

Ｏｉｋ・ ｄｉｏｉｃａ Ｒ Ｒ ＋ Ｒ Ｒ Ｒ

Megalocercus huxleyi Ｒ ＲＥ

Fritillariapellucida IbR IＬ

FriLillaria spp Ｒｎ ＲＥ

Tectillariasｐ ＥＲ

OopepodanaUpli ＋ ＋ ＋ ＋ 十 ＋

Balaｪｍｓ ｎａｕｐｌｉ Ｒ ＲＩＬ ＲＢ Ｒ 1１ Ｒ

Ｖｅｌｉｇｅｒ 十 、 10 十 Ｂ Ⅱ

ＦｉＢｈ eggs Ｒ ＋ Ｒ Ｒ ＋ 、

Fish larve Ｒｎ

Ｍｕ摩iaeaatl2nLica Ｒ

Ophiopluteus larve IＬ ＢＨ ＲＥ

EchinopluteuB larve ＲＩＬ ＲＥ

ZoeaofPenaeuBiaponicus ＲＥ Ｒ Ｒ

Ｚ⑪eaofSerResteslucens Ｒ ＲＲ IBR

ZoeaofNeptonu8trituberculaLI１ｓ ＲＲ ＲＲ

OvprisofLepaBanatifera Ｒｎ

LarvaofMitellamitella ＲＥ

rhyto-plankC5五－－－辿旦LiPn Ａ３ Ａ５ Ａ７ Ｃ８ Ｃ５ Ｃ７

Coscinodiscul巳 glgas Ｒ Ｒ Ⅱ IＬ Ｒ Ｒ

OCS．a8teromphaluB Ｒ Ｂ Ｒ Ｅ

Bacteria8trumvariansvar、hispida Ｒｎ

ChaetoceroBcoarctatuB IＩ Ⅱ Ⅱ Ｒ 十 ＋

Chaet、 decipiens 十 ＲＲ

Chaet． denticulatnⅡ、 Ｒ Ｒ

Chaet．atlanいcavar・neapolitana Ｒ Ｒ

Rhizosoleniaalata IＬ ＲＥ Ｒ



１０月分

－１６０－

Zoo-planKLon￣￣－－－－－－－－－－－－－－－－ｐＬａＬ１０ｎ Ａ３ Ａ５ Ａ７ ０８ Ｃ５ Ｃ７

Ｏｉｋｏｐ・ ｄｉｏｉｃａ ＲＲ Ｒ Ⅱ． Ｒ Ｒ Ｒ

Ｏｉｋop。spp。 Ｒ

DoliolnmmaLionalis Ｒ Ｒ

Dolio．spp． IUE ILR 凡

Copepodanampli ＋ 十 Ｒ Ｒ ＋ ＋

ＢＢ１ｎｍｎＲｎｍｌｐｌｉ 急Ｂ Ｒ

Ｆｉ８ｈ． eggs ＋ Ｒ Ｒ Ｒ 十 ＋

Ｖｅｌｉger ＲＥ Ｒ ＲＥ Ｒ 十

SpiOlmanebombyx- ＲＥ ＲＥ

EchinOpluteuB larve ＲＲ

OPhiOpluteus larve ＲＲ

Bipinnaria larve ＢＢ

Brachiolaria larve IUE

TrochOphoraofpolygordiussp． ＲＲ

LarvaofMitellamitella Ｒｎ

PHyI5万I冠[万五-－－sしaいoｎ Ａ８ Ａ５ Ａ７ Ｃ８ Ｃ５ Ｃ７

DaetyliosolenmediLerraneuB ＲＥ ＲＲ Ｂ Ｒ

Stephamopyxis pａ lmerizmH ＲＥ ＲＥ ILR

GUlinnrdia flaccida Ｒ ＋ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

Lnund⑨ria boreali8 ＲＥ

Coscinodiscus glgas Ｒｎ

ＣＯＢ．rudiatuB Ｒｎ ＲＲ

ＣＯＢ．asLeromphalu8 ＲＥ ＢＲ Ｒ

Hnemidiscuscuneifor皿iＢ ＲＥ

Rhizo8olenin ntyliformi8 Ｈ R,IＬ ＲＥ

Ｒｈｉｚ・ Ｃａ８ｔｍＣＺｍｅｉ ＋ Ｒ ＲＥ Ｒ IＬ

Ｒｈｉｚ・ imbricata Ｒ Ｂ Ｂ Ｒ Ｒ Ｒ

Ｒｈｉｚ･ ａｌａｔａ ＋ ＋ ＋ Ⅱ Ｒ ＋

Rhiz．ｃＨｌｃａｒａｖｉｓ Ⅲ Ｒ Ｒ IＬ Ｒ Ｒ

Ｒｈｉｚ･Btvliformi8var･ｌａｔｕｓｉｍａ Ｒ Ｒ Ｒ ＲＩＬ

Ｒｈｉｚ・ robuBLa ILR Ｒ Ｒ IＬ Ｒ Ｒ

Ｒｈｉｚ・ denticulata Ｒｎ

Ｒｈｉｚ・ aCODmimltm ＲＲ ＲＲ

BacteriaStro】ｍｖａｒｉｎｎＲ ＲＲ Ⅲ Ｒ

Ｂａｃ仇今．variansvar･ｈｉｓｐｉｄａ ILR Ｒ
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PhytO-5面、面－－Station Ａ３ Ａ５ Ａ７ ＯＢ ０５ Ｃ７

Ｂact・ hyalinum Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

BacL．elongatum Ｒｎ

Chaetoceros lorenzinnnl且 ＲＲ

Chaet・ deeipiens 凡 Ｒ

Chaet．affinis Ⅱ Ｒ Ｒ Ｒ

Chaetbcoarctatus 十 Ｒ ＋ ＋ 十 Ｒ

Chaet、atlanticusvar、neapolitana Ｒ ＲＩＬ

Chaet．peruvianuB Ｒｎ Ｒｎ

EucampiILzoodiacuB Ｒ Ｒｎ Ｒ Ｒ 十 ＋

Ditylium brightwellii Ｒｎ Ｂ ＲＥ

C1imacodiumfrauenfeldiJmunm ＲＲ ＋ Ｒｎ

CIi1 biccn企几vum Ｒ Ｒｎ IＬ ＲＲ ＋

Hemiaulu8 、偶mhrIlmnCeu8 ＋

Ｈｅｍ・ hmun⑥kii IUE ILR RＪ

Ｈｅｍ．BiIwmRis ＲＲ ＲＥ Ｒ

Thalassion⑧manitzschiodes Ｒ Ｒ 10 ILR ＲＲ Ｒ

Thal．fraqlemfeldiBnum Rｊ Ｂ Ⅱ IＬ IＩ Ｒ

TIDnlHssioIhrix longi8sima ＋ －

０ Ｒ R， Ｂ Ｒ

BiddulIhiaSinenRiS ＲＥ． Ｒ IＬ Ｒ

Bidduephiasinensis

Ｂｉｄ．pulchella

Nitz8chiasoriata

Triceratiu】、 gibbosum

PleuroSigｍａ８P。

ZooplanH5K-一旦L２ｎｏｎ Ａ３ Ａ５ Ａ７ ０３Ｃ５ Ｃ７

DmoPhysis h⑪ｍｍｍｃｌＩｌｕｓ ＩＢＢ

Ceratocoryshorrida IＬ ＋ ＋ I（｜＋ ＋

Aｍｐｈｉｓｏｌｅｎｉａ ｂｉｄｅｎｔａｔａ
十 十 十 Ⅱ Ｒ ＋

OrnithocercusSerraLus
l（ Ｒｎ ＲＩＢ l(Ｒ ＲＲ Ｒ

OrniLho．splendidus Ｒｎ

ryrocysLisnoctiluca

Pyrocy･ lUmUlZq

Ⅱ

ILlL

Ｒ

十

Ⅲ

ＲＩＬ

十

R,Ⅲ

Ｂ

ＲＲ

＋

Ｒ

Hyrocy･ fusiformis

PyrophiLcus horologicum

Noctilun型scintillnns

Gymnodinium sI)｡
－－－－U一￣二一二一＝せ――一一一一一－－－－●-－－－－－－－---－

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍ ｆａｌＬｉｐｅｓ

ⅡＲ

ＩｌｌＬ 十

Ｒｎ

＋ＩｌＬＩｌＬ

ＲＲ

＋

IＵＲｌＲｌＩＬｌｌＵＲＩＲＲ
－－－－－－－→－－－－－－Ｆ－

＿ＲＥ－Ｌ－－－－ｌ－－
＋IＲ ＋’十’Ｒ’十
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Zoo-plankton－－＝写しユヅVﾑユ
Ａ３ Ａ５ Ａ７ Ｃ３ Ｃ５ Ｃ７

Perid．ｏｃｅ皿icuIm Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

Perid・oceanicumvar、oblongum Ｒｎ ＢＲ

Perid．catenntI]、 Ｒ

Perid．tInmidllm ＲＥ

Ceraいum inCimnm ＲＥ

Cerat．同Chrijderi ＲＩＬ

CerILt、 belone Ｒｎ

Cerat．kofoidii ＲＥ

Cerat．pentagonium Ｒ ＥＩＵ Ｒ

Cerat・ lineatum ＲＲ Ｒ

CeraL、 furcH Ｒｎ

Cerat．ｃ型｢lelabrum Ｒ ＲＥ IＬ Ｒ

CeraL・ fqlRm巴 Ｒ Ｂ Ｒ Ⅱ Ⅱ Ｒ

CeraL．Btrictum Ｒ Ⅱ Ｂ Ｒ Ｒｎ Ｂ

Ｃｅｍｔ．＿pennatum ＲＲ ILR ＲＲ ＲＥ ＢＲ Ｒ

Ceral,、penatumf・scapirorme Rn

CeraL・penLLumf・ propric乱 RIL

OerHt・giI)berumwLr・BinisLrum Ｒｎ Ⅱ IBB Ⅱ

CeraL．conLortum Ｂ Ⅱ Ｂ

Cerat・contorLumvar・Baltan8 Ｒ Ⅱ ＋ Ｒ Ｒ Ⅱ

Cerat、 kHlrstenii Ｒｎ Ｒ Ⅱ ＢＲ

CeraL・korBLeniivar・robuBtrum ＲＲ ＲＥ

CeraL・ ｌｏｎｇｉｎｕｍ Ｒ Ｒｎ

Cer＆t・Lripostypica Ｒ 十 Ｒ 、 １１ Ｂ

Cerat・triposvar・neglecLa l(Ｒ

Cerat．hIjmile Ｒｎ

Cerat．mlhcroceros
－￣－－－Ｐ－－-－￣一－■－－－－－－－－－￣￣

ＣｅｒａＬ、mIlcrocerosvar・ｇａｌｌｉｃｕｍ

Ｒｎ

Ｒ

Ｒ Ｒ

I（ Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

、

IＬ

Ｒ

CerILt．Ｕ〕almlLLumvar・ranilFcs ＲＩＬ ＲＲ ＢＢ

CerlBt， bucephaluIn

CerllL reMculatunl

Ｒ ＲＲ

IｌＲ 凡 Ｒ Ｒ

Ｃ⑧rliL･ｒｅｔｉｃｕｌｎｔｕｍｖａｒ．ｓｐｉｒａｌｉｓ Ｒｎ Ｒ
１
Ｒｎ Ｒ

ＯｅｒａＬ．carriense H》 l（

CeraLcarrieul“ｗｒ・vollLn8 ＋ 十 Ｃ 十 ＋ ＋

一匹ＷＬ､CarriCnsevILr・ＰｏＬｍｓｆ・ceyl趣
Ｕｅｒａｔ． frichoceros

lｉｃｌＢｍ

十

Ｒ Ｒ Ⅱ B，

＋）十 ＋＿ Ｃ

ＲＲ

＋

Cerat．臼u1maLramum
-.－＿一一二-－－－－ｃ－－－－－－－－中一一一一一一一一一一一一一一一.---~－－－－－．－￣.~~－－－＝--￣。

CeraL・ inflexuｪ、
●一一L■----－－－－－－－－－●Ｃ－－４←‐－－－凸－T■￣■

(1ｐｒｎｔ－ ｔｅｎＯｌｅ

，ＬＩＲ，Ｒ’’Ｌ’Ⅱ

＿士

Ｒ

ｉｌ（
‐ｃ－．－－－ｃ－－－－－－－マーー･●甲一一一一一一一一f￣●－－￣

…Ｒｎ．
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ZIDo-nl面匠両而一一ｏｍａｕｎｏｎ Ａ３ Ａ５ Ａ７ Ｃ８ ０５ Ｃ７

Cerat・ｆｅｎｕｅｆ･inclinatum 、 Ｒｎ

Cerat・ deflemnm ＋ 十 十 Ｂ Ｒ ＋

Cerat．vultur ＲＲ

Cerat・maBsiliensevar・protuberans ＲＩＬ

Cerat．ｄｅｎｓ Ｒ ＋ Ｒｎ Ｒｎ ＢＲ Ｒ

Cerat．pulQhellum Ｒｎ

Ｏ可toxummilneri ＲＲ

TintinTIl】B lusus-undae Ｒｎ ＲＲ

Ｔｉｎｔ・lu8uB-undaevar・tenuis ＲＥ ILIL

Ｔｉｎｔ ｐａ● cifica ＲＲ

GlobigerimL bulloide8 ＲＩＬ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

Acanthometronpellucidium ＲＲ Ⅱ Ｒ

Eucecrylmalus gegenbauri ILR

Ｓいcholonch⑧z5unclea Ｒ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ｒ ＲＲ

SphBerozoumpunctatum ILR

Oodonellopsisparva Ｒｎ Ｒ IＬ Ⅱ Ｒ I（

Cod．、Ⅱppo
●

ｎｌｃａ ＲＲ

Peniliaschmnckeri 十 ＋ Ｃ 十 十 Ｒ

Evadnetergostina 十 ｎＲ

０IlunmnR helgolandicuB ILn ILR Ｒｎ Ｒｎ

Undinqllnｖｕｌgar
の

１８ Ｒｎ ＲＨ Ｒｎ

nm⑪haeLamjarina ＲＲ

ＥｕＣｎＩ皿n1DRsubcrasBus Ｒｎ

Parac2Mnwu Parvus Ⅱ ＲＥ ＋ 十 ＋ Ｒ

Paracal．aculeatuB l（ ＲＲ Ｒｎ

CalocalZmunR pavo Ｒｎ ＲＲ ＲＥ Ｒ ＲＥ Ｂ

Acroc20nnn且 gracilis luH Ｒ Ｒｎ 、

C1lul＆ocalanusarcuicorni8 Ｒｌ（

Centropages fUrcatus IOR Ｒ ＲＲ 十 ＋ ＋

Centro・ ｙａｎｍｄａｉ 111（ ＲＲ

Centro．orslnl
c●●

Temor塾 turbirMlL2

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

十

Ｔｅｍ・ disCnDndnm

CfnndHci1 longimana ＲＩＬ

lＭｌ

Ｃａｍ．discnqRdn堕

Cmnd．simplex

Euterpina acutifrons

Acartiaentrula

Ａｃａｒ－ｅ７ｙｔｈｒｅａ

+‐

ＲＲ

十

-－デー￣凸一一

Ｒ

ＲＲ

１ＭＩ

十 ＲＲ

I（
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z'oo-p1ammon￣－－２辿旦LlQP
Ａ３ Ａ５ Ａ７ Ｃ８ Ｃ５ Ｃ７z'oo-p1ammon￣－－２辿旦LlQP
￣

Ａcar． CLnunRi ＢＲ

MiCro8etellarOsea Ｒ ＋ ＋ ＋ Ｒ Ｒ

MaeroBetellagraciliS Ｒｎ Ｒ Ｒ Ⅱ Ｒ Ｒ

Oithの皿 plumifera Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒｎ

Ｏit．ｓｅＬｉgera Ｒ Ｒ Ｒ

Ｏｉｔ．ｎana Ｒ Ｒ Ｂ IＬ Ｒ Ｒ

Ｃoｒycaeus COnCinnnnB ＲＲ Ｒ Ｒ

Cory･ longistylie ＲＲ

Cory．speclosus ＲＲ ＲＩＬ Ｒ

ＣCry。９ibbl1ll】臼 Ｒｎ

Cory．crassiusculus ＲＲ

ＣＯｒｙ。 robu8tus ＢＨ

Cory．pacificus Ｒ

ＣCry． ｃａＬｕＢ Ｒｎ

Oncaea venusLl Ｒ Ｂ IＬ Ｒ Ｒ Ｒ

Onc．media ＲＥ

Onc．conifera ILR Ｒ

Onc．medetcrrlmen Ｒ Ｒ 十

MUggiaeaatInntica Ｒ ＲＲ Ｒｎ ＲＥ

Mug．spirali8 ＢＲ

Friullariaformicaf・digiLata ＲＲ

Ｆｒｉｔ．ｓｐ． ＲＲ Ｒ ＲＥ

Sagittaspp． IＬ Ｒ Ｒ 、 Ｒ Ｒ

Doliolu]mnationalis ＲＩＬ

Ｄｏｌ ｓｐ．●
Ｒｎ

Oikopleura dioica Ｅ Ｒ Ｒ

Ｏｉｋ．rufescens Ｒ Ｒｎ

Ｏｉｋ spp・●
Ｒ Ｒ

Desmopteru8papilio ＲＲ Ｒｎ

LuciferareynaUdii

Copepodanaupli Ｃ ＋

Ｒ

十

Ｒｎ

＋

Ｒ

十 ＋

Bill9hnunR naupli Ｒｎ Ｒ

Ｖｅｌｉ 唐eｒ Ｒ I('（ IＬ Ⅱ 、 ｎＢ

EchinIDpluteus lnrva Ⅱ Ｒｎ） Ⅲ Ｒ

Ophiopluteus larva＿ Ｒｌ（ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

ZoeILofSergesteslueeHls Ｒ

ZoeaofNeptunustritubeculiLtus

ZPeu-of-Ile些竺且＿j聖JLi坐§－－－－－－－－
MvsisofPenaeusiaponicus

－１１－
１（ Ｒ

Ｆｉｓｈｅ駆ｓ 十 十 －－

０ 、 十 、



◎植物性プランクトン

ー出現種数は42種を検出したが、優占極としてあげられるものはなく．普通に出現したも

のはRhizosoleniaalatapCmeLocerＣＳＣＯ＆rctatu8があり，局部的にはGuinaidia

flaccida・ClimacodiumfraueILfeldianum0Eucampiazoodiacus．Hemiaulu8

ThalaSSiothriXlongissｉｍａがあげられる。

出現種数は５月の21種，７月の24種よりはるかに多かったが，数量の点では春季･夏季

。秋季も余り変化はなかった。

この海域に出現した植物性プランクトンはRhizosolenm属が多く。次いでChaetoceros，

BacteriiaBttrum，CoscinodiBcus，ThalasBionemaoThlLlassiothrid、C1imacodium，

Eucampia，DityliumoStephamopyxis，Guinardia属の順である。

◎動物性プランクトン

動物性プランクトンは180種を検出し，５月の116種。７月の74種に比較して数量も種数

も多かった。特に優占種としてあげられるものはないが，普通に出現したものにCerato-

coryBhorridaAmphi8oleniabidentata・Pyrophacushorologicum，PeridiniumfaJti‐

pe8，CeraLiumcarriensevar・volans，Cerat、frichoceros，Cerat．deflexum，

ParacalannlBparvu8，Micrsetellarosea，COpepodanaupli，魚卵等がある。その１１ｺで

もCerILtium属は出現種数が多く４１種を数え，５月の43種に次ぐ出現状態であいCemLium

属の多い海域であることを立証している。またこの海域が原生動物の豊庫であることは間

違いない。

５月および７月に卓越したNoctilucascintillamsは秋季に激減した。

この海域の魚類の餌料として重要な位置を占めるものに僥脚類では，Calanus属を始め

としてEucalanus，Paracalanus，Calocaluun1n9，Clausocalaml8OAcrocLlnnu８，Centro-

pages，MicrocetellaoMlLerosctelllLDTemoraoClLrdacia，Oithona，Ｏ【lcKlea，Acarいa，

Corycaeus，Euterpina，ClytenmeBtra属など盟耐な種類の出現が認めらｵ１．校角類では、

PeniliascllmackeriOEvadnenordmannioEvad・spinifera，Evad、terI』(cstina，Podon

leucILrLi，Pod，Schmackeriなどがあり，これらは特にｲﾄﾞ季に多く出現[た種である。

赤潮プランクトンとしてあげられるものはNocLilucascinLillansぐらいで、この種は

春季と夏季に増航したもので秋季に激減している。

底棲生物（内動物）

調査方法

和52年５月20日、７月27日．１０月４日の３回、水川A・塩分調査と()「而してｉｊつた゜調査定

2）底棲生物（内勤１

（１）調査方法

昭和52年５月20日、

－１６５－



点は第Ｕ－１図’第Ｗ－４．５．６図に示す12点である。このうちｓｔＡ１．Ａ８．Ａ５．Ａ7およ

びＣＬＣ３°Ｃ５００７はプランクトンの調査定点と同じ場所である。沖合水域のＢｔＡ７ｄＢ７ｏ

Ｃ７は５月に１回，沿岸よりのstA1oB1,０１は７月と10月の２回調査を行った。

採集はスミスマッキンタイヤ採泥器（採集面積25c面x25c】■）で、各地点１回ずつ採集した。

底棲動物の節分けには１亟目の節を使用し，ホルマリン固定した。採集動物の査定は京都大学

林勇夫助手に依頼した。

５月の採集動物についてはできるだけ細かく分類を行ったが，７月10月分は時間の都合上．

種までの区別をせず類別に種類数と個体数を調査したにすぎない。

(2)調査結果

採集結果を第Ｗ－２－１表に示す。

種類数：（第Ⅲ－４図）５～10月までの各sLの出現種類数は31～98種で極めて豊富である｡－

月別にみると５月では８ｔ．Ａ３の36種を除けばほとんど50種以上である。ｓｔ・Ａ５ＤＡ７，Ｃｓで

は60～70種と多く，特にｓｔ・Ｂ８では98種と最高の値を示す。

７月はｓｔ・Ｃ１ｏＢ１で33～36種と多少少なくなっているが．それ以外は45種以上の出現がみら

れ、ｓｔ･Ａ１では78種と最も多かった。

１０月は全般的に５月・７月に比較し種類数は減少傾向がみられ，２６～60種の範囲内にある。

ｓｔ．Ａ1.Ａ3,Ｂ５．０１では少<４０種以下である。ｓｔ・Ｃ５Ｃ７では50種以上を示す。

以上のように地点ごとの種類数をみると月によって変動が大きく，一定した傾向性は見出せ

ない。また各８tの平均種類数と中央粒径値(Ｍｄダ)との関係をみると、場所による差が大きく

はっきりしないが．概括的には正の相関関係が認められるようである。従って．中砂質～細砂

質の底質のところが一般的に底棲生物の種類数が豊富であるといえる。

出現種類数は全般的に存→夏→秋の順に少なくなっていくが場所によって差があり、必ずし

もこのパターンは一定しない。

個体数：（第１V－４図）５～10月までの各st・の出現個体数は49~408で顧類数と同様に盟

耐である。５月においては西側水域では沖合になるに従って欄体数が多くなっているが．中央

および東側水域では反対に沿Ii1よりになるほど個体数が多い。そして少い場所でも70以上のlIj

現があい多いところでは239～284を派す。（ｓＬＡ７､Ｂ８．０３）

７月には５月に比べ全般に偲体数は減少傾向を示すが，場所によっては噌加しているところ

もある。水深50ｍ以深の地点では．、５月と同じような水深との関係が認められる。しかし７月

になって新たに設定された50ｍ以浅のｓｔ､Ａ１,Ｂ1．Ｃ１では，沖合とは反対の現象を示している。

８t･Ａ１では400以上と５～10月までの最高の個体数が}()現しているのが注目される。

ｈ

－１６６－



９１１） 圏ﾕﾖﾊ’ 匪田
．｜， ?｜]。 ●

ＢＴ.Ｂ７

●
、》、

鄙
．
》翌

●
Iyl,.Ａ団

民 ●
【;Ｔｏｌｊ５

●

【Pr･A８

犀５
０
骨
③
『

駅
戸
一 ｌ１ｐ SFT･IIB

●
:ザル１１ ●

;汀.I刀

●

【r1..H1

鮒,，‘１？ ･も

￣

,１１

際
●

ＢＴ･Ｕｌ

｡
●

Ｏｄ

ilP＆乙三、
■

■Ｄ

Ｃ｡
ロ

｡

｡

DIII,；

第1V－４図底棲生物の種類数と個体数の分布

５ ７ 10

ｔｏ
ら。 ６１ ５８ 4４

｢』 1８３ 1２５ 109

５ ７ １０

＄ ４９ ４８ ８１

Ｎ １９２ ８４ ４９

５ ７ 1０

8F

￣－

１１

３６

７２

４６

８】

２６

５３

５ ７ 10

ｑｑＰげし ９８ ６８ ４８

10 ２８４ 1６５ ７７ ５ ７ ＩＤ

Ｓ ６７ ６０ ５５

Ｎ ２８９ ２１１ 】５０

川一一、卸一
６

９

！ｂ

－－

幹ｊ■

７Ⅱ

４（IＨ

111

;"

719

駅 ５ ７ 10

イ□

３６ ５６

Ⅱ １４６ ２７８

５ ７ 10

ｆ■
hｂ ３Ｂ 8７

Ｎ 1２６ ８１



Bａ

第Ⅱ－２－１表底棲生物（内勤

月

Dul
l

四
'一

-１６８－

８ｔ Ｍｄヂ 多毛類 軟体動物 甲穀類 その他 計

Ａ３ 1．３１

Ｓ

Ｎ(編組比率）

N／８

１６

8９（０５４）

３

3（0.04）

１３

2４（038）

４

6（0.08）

３６

7２（1.00）

2.0

Ａ５ 1．９２

Ｓ

Ｎ（同上）

Ｎ／Ｓ

８６

9２（050）

２

2(001）

１８

８１（0.44）

５

8（００４）

６１

1８８（ＬＯＯ）

3.0

Ａ７ 2．４２

Ｓ

Ｎ（同上）

N／S

４０

1２３（0.50）

１

1（０）

２５

1１９（0.48）

３

4（0.02）

６９

2４７（1.0）

３６

Ｂ３ 2．１３

Ｓ

Ｎ（同上）

Ｎ／８

５９

1５９（０．５６）

６

1２（0.04）

２２

8４（0.30）

６

2９（0.10）

９３

2８４（1.00）

3.1

Ｂ５ 2.04

Ｓ

Ｎ（同上）

N／S

２８

1２５（０．６５）

３

3（００２）

１４

4７（０．２４）

４

1７（0.09）

４９

1９２（1.00）

３．９

Ｂ７ 2．４２

Ｓ

Ｎ（|可上）

N／S

２０

6４（0.41）

７

1２（0.08）

２２

6７（0.43）

３

1２（００８）

５２

1５５（1.00）

3.0

Ｃ３ 1．５２

Ｓ

Ｎ（同上）

N／S

３７

1５９（０．６７）

４

5（0.02）

２４

6３（０２６）

２

1２（0.05）

６７

2３９（1.00）

3.6

Ｃ５ 1．２６

Ｓ

Ｎ（同上）

N／S

２５

5８（0.46）

３

3（０．０２）

1７

5０（0.40）

７

1５（0.12）

５２

1２６（100）

2.4

Ｃ７ 1．５５

Ｓ

Ｎ（l1jlさ）

N／８

３４

9４（073）

５

7（０．０５）

1０

2１（０１６）

４

７（０．０５）

５４

1２９（1.00）

2.4

Ａ１ 2．４０

Ｓ

Ｎ（lid上）

N／Ｓ

Ｂ１ －０．６２

５

Ｎ（Ｍ上）

N／Ｓ

Ｃｌ 0．２８

Ｓ

Ｎ（同上）

N／S



Lも

物）の種類数（Ｓ）と個体数（Ｎ）

－１６９－

多毛類 軟体動物 甲殻類 その他 計 多毛類 軟体動物 甲穀類 その他 計

２６ ３ １５ ２ ４６ １５ 0 ９ ２ ２６

43(0.53） 3(0.04） 29(0.36） 6(0.07） 81(LOO） 28(0.53） O(O） 23(0.48） 2(0.04） 53(LOO）

1８ 2.0

３２ １ ２１ ４ ５８ ２８ １ １２ ３ ４４

60(0.48） 1(0.01） 56(0.45） 8(0.06） 125(1.00） 72(0.66） 1(001） 30(0.28） 6(0.06） 109(1.00）

3０ 2.2 2.5

４０ １ ２０ ２ ６３ ３２ ０ １５ １ ４８

95(0.58） 乳(0.01） 66(040） 8(002） 165(LOO） 52(0.68） O(O） 21(0.27） 4(0.05） 77(LOO）

2.6 1.6

８０ ２ １４ ’２ ４８ ２１ ０ ７ ８ ３１

48(0.57） 2(0.02） 32(0.38） 2(0.02） 84(LOO） 38(0.67） o(0） 13(0.27） 3(0.06） 49(1.00）

1.8 1.6

3０ １ ２４ ５ ６０ ３４ 0 １９ ２ ５５

137(0.65） 1(0） 62(0.29） 11(0.05） 211(1.00） 94(0.63） O(O） 53(035） 3(0.02） 150(1.00）

3｣５ 2.7

３６ ５ １５ ５ ６１ ４２ １ １６ １ ６０

90(0.58） 7(0.05） 46(0.30） 12(0.08） 155(1.00） 122(0.74） 2(0.01） 37(0.22） 5(003） 166(1.00）

2.5 2.8

３５ ４ ３２ ７ ７８ ２４ ２ ８ ８ ３７

94(023） 10(0.02） 290(071） 14(0.03） 408(LOO） 56(0.72） 3(0.04） 12(0.15） 7(0.09） 78(100）

5２ 2１

２２ １ １１ ２ ３６ ３５ ５ １１ ５ ５６

96(0.66） 1(0.01） 38(026） 11(0.08） 146(1.00） 173(062） 5(0.02） 22(0.08） 78(0.28） 278(1.00）

4.1 5０

１８ ２ １２ １ ３３ ２１ １ ８ ７ ３７

80(0.64） 2(0.02） 38(0.30） 6(0.05） 126(LOO） 54(0.67） 1(0.01） 10(012） 16(0.20） 81(1.00）

3.8 2２

ワロ１０月



１０月になると７月に比較しｓｔＢ１，Ｃ８のように増加しているところもあるが，一般に減少傾

向を示す地点が多い。水深と個体数の関係は，中央水域では５月・７月と同じように沿岸より

になるほど個体数の増加現象が認められるが．東側水域では５月とは全く逆に沖合になる程多

くなり、７月と同様なパターンを示す。７月時点で最高値を示したＢｔＡ１では顕著な個体数の

減少がみられ・調査海域内で最低となっているのが特異的である。

個体数の季節変化をみると．種類数と全く同様な現象を呈する。

各８tの平均個体数と中央粒径値(Ｍｄﾀ)との関係をみると,50m以浅のａｔＢＬＣ１を除けば

正の相関関係が認められるので。中砂質～細砂質の場所では一般的に個体数が多いといえる。

Bioticindex（個体数/種類数）：（第Ｗ－５図）Ｂ･Ｉは1.6～５２の範囲内にあり，５～１０

月にかけて２０以下の低い値を示すところはＡａＢ３ｏＢ５で．ＳＬＡ1.Ｂ１では5.0以上を示す。

５～10月にわたる平均的なＢ・Ｉの分布をみると、ＢｔＡ３－Ｂ５－Ｃ７を結ぶＮＮＢ～ＮＥ方向の水

域帯から，沖合側および沿岸側で高くなる傾向がうかがわれる。特に40～60ｍ線に沿って，底

棲動物分布の豊富な地点が並ぶような傾向が認められるようである。

次にＢ・Ｉと中央粒径値(Ｍ．Ｐ)との関係をみると，ＳＬＢ１．０１を除けば正の相関関係が認

められる。編組比率（多毛・軟体。甲殻・その他に大別し各群の個体数百分率）：（第Ｗ－６

図）調査海域全体について５～10月における編組比率をみると、多毛類56必，軟体動物２筋，

甲殻類拠る，その他８＄となっており，多毛類と甲穀類が著しく高い組成を示し，逆に貝類の

割合は極めて低い。

多毛類はｓｔＡ１ＤＢ７では41筋と多少少なくなっているが．他の地点では5096以上を占め西側

水域に比べ中央部および東側水域で高くなっている。特にＢｔＣ７では73妬に達する゜西側水域

では甲穀類が多く．なかでも沖合と沿岸近くの地点では高い割合を示す。

主要種の分布：第Ⅱ－２－２表のとおり，５月に出現した底棲生物は各地点とも特に優占す

る極がなく，群集の特徴がそれ程明瞭でない。

以上の結果から調査海域の底棲生物群集の特徴をあげると。

◎種類数・個体数とも極めて豊庶である。

◎各地点とも特に優占する極がなく，群集の特徴がそれ程明瞭でない。

◎各地((とも多毛類と甲殻類が箸るしく高い組成を示し、逆に貝類の割合は極めて低い。

◎全体として泰→夏→秋の順に樋数・個体数およびＢｏＩが少なくなっていくが，地点によ

る差が大きくそのパターンは一定しない。

◎地点別の動物分布の傾向は一定しないが，Ａ８→Ｂ５→Ｃ７を結ぶNNE～ＮＥ方向の水域

一帯から沖合側および沿岸側で密度が高い。特に40～60ｍ線に沿って動物分布の豊富な地

-１７０－
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第Ｗ－２－２表底棲生物相（５月）

１
０
】
『
鯉
１
１

ＳＴ Ａ３ Ａ５ Ａ７ Ｂ３ Ｂ５

優占穂個体数
端脚類の１穂Ａ８

SpioPR麺唖Ｓ bomyx６

シリス科の１種６

パラオニス科の１種５

ＮｅｌｈＬｙｓｓｐＡ３

Ｇ１ycerasP８

Euchone8p ３

端脚類の１種Ｂ 認

PrionospiospA１０

Ｇ１ycerasp ９

カザリゴカイ科の１種８

端脚類の１種Ｃ７

Lumbrinerissp ７

端脚類の１種，６

シリス科の１種６

端脚類の１種Ｅ４７

PriomslpiospA２７

Euchone

Ｇ１

sｐ

ycerasP

1１

８

端脚類の１種Ｆ７

〃 Ｇ７

〃 ，６

カザリゴカイ科の１種６

端脚類の１種Ｂ既

ホシムシ類の１種？１９

chone sＰ 1５

端脚類の１種、1３

Aricidea sｐ 1３

HionKDspiospA９

SpioPhanｅ日 bｏｍｂ

LUnmbrineris sｐ

yｘ ８

７

イトゴカイ科の１種Ａ７

PrionoBpiospB１５

Ｃｈ⑥､f； Bｐ 1４

イトゴカイ科の１iｉＩｉＡ１１

Ari⑪id巴払 &ＩＤ 1０

端脚類の１種Ｈ８

Ｐｒｉｍｏ８ｐｉｏｓＰＣ８

Ａｒｍｍｍｌｉａ SID ８

ＳＴ Ｂ７ ０３ ０５ ０７

優占種佃体数
端脚類の１種Ｅ配

〃 ＦＵ

ChoIhe

I
）

sＰ 1１

不明９

ｒＩＯｎ⑪SＩＤ
●

B⑪ ＳＩＤ Ａ９

NelH1tysspB８

端脚類の１種０６

GlyceralL1ba６

PrioxlospiospA３６

イトゴカイ科の１種Ｂ１６

Lumbrineriopsis
tsuLshimaen3is l8

Ａｒｍａｍｌｉａ

ホシムン

sｐ 1２

類？１１

端脚類の１種Ｇ１０

〃１８

SPioPIIme8bombyx８

端脚類の１種Ｂ１８

ホシムシ類？９

端脚類の１種Ｅ

Ohone sｐ

７

６

LumbriI1eri8sp ５

Dorvillea

、ａtsuhimaensis ５

端脚類の１種Ｉ４

Har1othoeimbricHltHL4

カザリゴカイ科の１穂４

シリス科の１砿４

ArmHhndm Bｐ 1１

イトゴカイ科の１種Ｂ１１

Ｃｈｏｎｅｓｐ ｌＯ

ＰｒｉｏｎｏｓｐｉｏｓｐＡ９

ＮｅｐＭｙＳＳｐＢ９

端脚類の１種Ｅ８

GoniadanmBculata ７

㈱

科名．川名．jilifiの`iLl

戦があるのはすべて多巳

類
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桁曳網の操業地点と底層流7図第Ｗ



点が並ぶような傾向が認められる。

◎底棲主物の密度と底質の関係をみると，地点によって例外もあるが相関関係が認めら

れ０中砂質～細砂質の場所ではペントスが豊富であるといえる。

従って､当海域の底層は潮通しもよく、底魚の餌料対象生物も豊富で．餌料翼境として

極めて良好なところであるといえる。

2）底棲生物（表動物）

（１）調査方法

調査対象海域における生物相を把握するため，桁曳網で５０７．９月に各々９点の定点を設

け調査した。但し，５月時点ではかなり沖合（第Ⅱ－７図操業定点の８，６，９）も調査対象

としていたが，底質等の諸条件から魚礁設置には不適と考え。７月以降沖合の３点を削り逆に

沿岸に３点の定点（第Ｗ－７図操業定点の１０，１１，１２）を設けた。＿

なお。桁曳網は第Ｗ－８図のものを使用し１回の曳網時間は20分．曳綱速度は1.5ノットとした。

また０位置確認の面から昼曳とした。

沈子方２６８５加

浮子方２６２”

第Ⅱ－８図桁曳網漁具

（２）調査結果

桁曳綱で出現した化物は,付表Ｗ－２および第Ｗ－８炎に示したごとく102種（他ｲ<明種12）

種,3129IMI体（アミは除く）であった。ただ本調査の目的の１つであるマダイ．チダイと他魚

種との関係は０漁具的また時間的な要因からマダイ１尾の人網をみたにとどまり．川｣らかにす

ることができなかった。

優占種についてみたのが第Ｗ－３表である。５月ではキシエピ・ホロヌメリ・ヒメコウイカ

があげられる。７月は５月と多少儀相が異なりヤリヌメリ・カナガシラ．ホロヌメリ．ヒメコ

ウイカが’９月はヤリヌメリ・ヒメコウイカ・ヒメジ・カナガシラとなっている。全体的な優

－１７５－



第Ⅱ'－３表各操業定点

１０８１２３１２９２１８１

－１７６－

雁 月日
調査

場所

操業水

深(､）

出現種

種数 個数

１２８４５６７８９
０２●５

〃〃〃〃〃〃〃〃 １２３４．５６７８９
ｔ８

Ｐ

０５５６６０８３８６７１６８１６８０
１

１

１

１ 鶴)）
1５（３）

3３（２）

2８（１）

3３（６）

2７（３）

8２（２）

2７（６）

8２（４）

１４秤』
３６

9）

875(１５８）

１８０

455(２８８）

247(５６０）

1７１（５）

2３１（４１）

217(1,095）

きしえび(３Ｌ７ら）

〃 （２５８）

ほるぬめり（２５７）

きしえび(２２２）

〃（38.6）

〃（24.3）

''（２７．８）

〃（89.0）

”（27.2）

まえそ（14.6筋）

ぼろぬめり（12.9）

きしえび（14.3）

ぼろぬめり（17.0）

〃（15.5）

〃（２３４）

”（１４２）

‘（12.0）

ひめこういか（28.1）

０１２３４５６７８１１１１１１１１１
”７

〃〃〃〃〃〃〃〃 １２４５７８
ｔｓ

０１２１１１ ０７５６３３７９６６７６８６８８４５ ５５８７０９７２０１１１２１１
１１ ９７９４０６１１２４３０４２９２７３

１２

や、ぬめり（50.0）

おにごち（１７．１）

やりぬめり（43.1）

かながしら(２５８）

やりぬめり（２５０）

ささうしのした(２０．０）

や、ぬめり（57.9）

〃（64.8）

〃（46.7）

ま え そ（８８）

ほるぬめり（11.4）

たまがんぞう．（8.8）

ほるぬめり（２０９）

あらめがれい（20.0）

かながしら（18.9）

は ち（１５８）

ひめこういか（9.9）

まとうだい（13.3）

旧刎創塑羽塑顔妬翫
”９

〃〃〃〃〃〃〃〃 １２４５７８
ｔ日

０１２１１１ ０７５６８８７９４６７６８６８３４５
１４

１１

１４

１５

９

1４（１）

１１

１０

１８ ７９３１４８０２２４２５４２８５６５ １１１１１１Ｊ１１１７４１２２０９２●●白●●①■●■９０６７９４４５１３２２１２２５４３くＩくＩくくくＩく
りじりか

そ０か

、

め

めし

めい

ぬめい。

〃〃えぬう』」

０め

り

０め

やひやひ

まやひ

たまがんぞう（10.9）

や、ぬめり（17.2）

たまがんぞう（17.0）

〃、 （12.2）

がんぞうぴらめ（20.8）

ほるぬめり（12.1）

ささうしのした（14.0）

ひめこういか（２Ｌ３）

やりぬめり（１８．８）

Iil 108(１２） 3.129(2.181） きしえび(１７．８） ぼろぬめり（１３８）



における漁獲物と優占種

占 種

ひめこういか （１２２z）

おにごち （12.9）

PlCSionikabinoclus(Bate)(１００）

ひめこういか （8.2）

〃 （14.0）

P・binoclus(Bate）（17.6）

ひめこういか （12.4）

えびじゃこ （8.8）

ほるぬめり （11.0）

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
！
く
く
Ｉ
く

し
か
か
こ
す
か
シ
」
か
こ

7.3冊）

9.7）

9.0）

7t6）

6.4）

7.1）

5.9）

4.4）

7.5）

4.9⑯）

6.5）

8.6）

7.6）

8.2）

３８）

59）

４０）

５２）

ほろぬめり（

ささうしのした（

おにごち（

やりぬめり（

はおこぜ（

たまがんぞう（

えびじやこ（

わにぎす（

〃 （

かたくちいわ

するめい

ひめこうい

こもちじゃ

わにぎ

ひめこうい

こもちじや

ひめこうい

えびじや

（６８）

(11.4）

（６４）

(１３１）

(10.0）

(16.8）

(10.5）

（4.2）

(10.o）

(10.9）

(17.2）

(15.1）

(12.2）

(２０８）

(１２１）

(１０．０）

（8.2）

（8.3）

(11.2）

う（6.3）

か(11.4）

ら（6.4）

0（11.9）

い(100）

か(１３？）

まがんぞ

めこうい

ながし

、いめ

とうだ

めとうい

た
ひ
か
や
ま

おにごち

やりぬめり

きだい

ひめこういか

まえそ

ほるぬめり

かながしら

きしえぴ

まえそ

ささうしのした

おにごち

げんこ

〃

〃

やりぬめり

〃

lｆんこ

びめじ

ひめこういか

かさご゛かながしら（8.6）

ささうしのした（6.4）

〃 （3.8）

いたやがい(10.o）

きだい（５８）ひ

かながしら(10.0） きしえび６ひめこういか（6.7）

ひめこういか（８７）

こもんがんぎえい(10.8）

ひめこういか（9.4）

ほるぬめり（9.8）

やりぬめり（16.7）

ささうしのした（12.1）

ひめじ（6.0）

がんぎえい（6.6）

おにごち（8.3）

おにどら（１０８）

ほるぬめり，かながしら（7.5）

おにごち（9.8）

〃（16.7）

たまがんぞう（９１）

ひめこういか（4.0）

かながしら（6.6）

いたやがい（6.8）

や、ぬめり（10.7） かながしら（5.1）

(※1))は不'ＩＩ種数（※2))はアミの数鐘

また優占種においては種不明のものは除いた。
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第Ｗ－４－１表生物相近接率（５，７，９月）

ＢＬ１２４５７８１０１１１２

０８８０４１０３４０８４ＯＢ８

０８３０５５０５５０４１０４７０２９０４５０５７

０８２０７１０４８０５４０６４０６５０４２０５０

０８９０８６０８７０４５

０２４０８００４１０４１０８９０８００４１

０４００８１０４００４００４５０４８０５０

「

「

|】’
r￣￣￣￣￣￣~

'し:’
種不明のものは除いた。

第W－４－２表その他の定点における生物相近接瓢明）

種不明のものは除いた。

－１７８－

８ｔ １ ２ ４ ５ ７ ８ １０ １１ １２

１

５月

７月

9月 ８８２８８８●●●０００ １５１４５７●●●０００ ４５８３５４●●●０００ ４１４８４５●●●０００
0．８８

０．４７

０．６４

0．２９

０．６５

０．４５

０．４２

0．５７

０．５０

－２一 ５７９ ９４０８２４●●■０００ ６０１８８８０００ ７１０８４４■●●０００ ５１０４４４●●●０００ 0．８９

０．４５

0．８０

０．４８

0．４１

０．５０

４ ５７９ 一十十 ６８２６６６●●●０００ ４０５６３４●●●０００ １４４５５６■●●０００ ０．３６

０．６５

0．４１

０．５９

0．８７

０．４４

５ ５７９ 一十一 ＋＋十 ２７２６３５●●●０００ ４１５５７５●０●０００ ０．２９

０．３９

０５０

０．４９

0．３７

０．３０

７ ５７９ ’一＋ ＋一一 ＋’＋ ８６４４３５●●●０００ 0．２４

０．４０

0１８

０．５３

0．５０

０．３１

８ ５７９ 一一十 ＋＋＋ ＋＋＋ 一一十 0．４３

０．５６

0．４０

０．８４

0．４８

０．３１

１０ ５７９ ｜＋ 一十 ｜＋
0．４３

０．３８

0．８６

０．４２

１１ ５７９ ｜＋ ＋一 ｜＋
0．５５

０．５２

１２ ５７９ ＋＋ ｜＋ ＋一 ＋＋

８ｔ １ ２ ８ ４ ５ ６ ７ ８ ９

８６９ ７３９１８３□●①０００ ７５０２４５●０●０００ 0．５７

０４０

０．５６

0．６５

０．５７ ４０５６７５●●●０００
0．５７

0．６１ ６８０４５５□●●０００ ７８１４．－６６●●●０００
0．４０

０．６１



占種は．５月に出現がかたよっているがキシエピ・ホロヌメリ，各月に出現するヒメコウイカ

７月以降多く出現したヤリヌメリに代表される。

次に。各月各定点別の出現頻度をみると，ヒメコウイカが一番高く27点中26点に出現し分布

域の広さが伺われる。この他ヤリヌメリ・カナガシラが21点。オニゴチ19点．ホロヌメリ18点

となっている。

各調査定点における生物相から近接率(Pab)をみたのが第Ｗ－４－１，４－２表である｡こ

の場佳Pabは次式により基準05(＋)を近接度としてみる。

恥‐満（::?“i撫鰯電譲類‘
調査定点間における近接率は、一部の定点間を除くと全般的に低い数値を示している。この

ことは水深の異なり，および環境の相異等が影響したものと推ＩＨＩされる。そこで近接率を第Ｗ

－７図の底闇模式図と対応させて考察すると，流れに既応した値が示されている。特に水深６０

ｍ線域までの生物は。沖合からの流れに影響されるのか近接度が高くなっている。ただ，沿岸

の流れの影響も受けるＢｔｌは沿岸および沖合の生物の影響を受けた値を示し，Ｂｔ２は全く独自

の生物組成となっている。

３）釣獲試験

「魚礁の条件」に関連して,魚礁に対する対象魚種の鯛集分布状況を把握するため，釣獲試験

を下記により実施した。

（１）調査年月日

第１回釣狸試験昭和52年５月25日

第２回〃〃６月16日

第３回〃〃１０月29日

（２）調査海域

第Ｎ－９図のとおりである。

（８）調査方法

ｏ第１回釣穫試験は，魚礁周辺と野原との魚の比較

ｏ第２回試験は，小さな瀬に蛸集する魚種

ｏ第８回試験は，既存の人工礁中一応の規模を有するものに馴染する魚種

この他，比較的高さのある天然礁での釣獲試験（立縄）を実施したが，漁具が不完全で餌のみ

捕食され１尾の釣獲もみられなかった。

（４）釣穫試験結果（第Ｗ－５表）

－１７９－



延繩・立細は操業技術（投縄の場所等）の巧拙により漁獲が左右されるため、一概に釣痩状

況が魚群の蛸集を反映しているとは限らない。このことを念願において釣獲結果から考察して

みる。

第１回釣獲試験海域のｓｔｌとＢｔ２の一部は．人工礁および天然礁の影響を受ける箇所にあり，

ハタ・カサゴそれにマダイ・チ

ダイの釣痩がみられた。Ｂｔ２の

沖側とＢｔ８は野原状態とない

前記の魚種は釣渡されていない。

水深65ｍ程度。２～８ｍの高

さの瀬で実施したのが第２回の

試験海域である。ここでも瀬付

的要素の捜し､ハタが釣獲されて

いるが．タイ・ブリ類は認めら

れない。

第８回目の試験海域は，大型

魚礁の設置箇所である。４ｍの

高さのある魚礁周辺(stl)と．

＋
魁Ｔ２

/二将鳶T１

,藻,藻
''

，脈1ｍ，脈1ｍ

臼
田
＆
画
然
工

虹
立
氏
人

一
●
⑪
口

臼
田
＆
画
然
工

虹
立
氏
人

一
●
⑪
口

_そ洞_そ洞

200.000200.000

９図釣獲試験実施箇所第Ｗ

釣麺試験による漁漣物第Ⅳ ５表

漁痩物

4鉢でつ）

第１回

（延細，各８ｔ

戸塵
－１８０－

臣

ｓｔｌ.（並翻魚礁周辺） ８ｔ２． ｓＵ３.‐（野原）

魚極 全長(刺 魚種 全長(”） 閲し 種 全長(〃）

まだ〃、 Ｆ・Ｌ４８ きだい 3６ 、 3２ どちざめ 9６．１２５

ちだ‐い Ｆ・Ｌ２９ どちざめ 1１７．９５．１０２ ほしざめ 68970,100

さかたざめ 7１ さかたざめ 7１．６０ あかえい 9８

まはた 3２ I王しざめ 9８ 、 7５

あおはた 鴎0８５ あかえい 9７０７７ 0 6８

いたうなぎ １１世 あおはた 4９．６７，８９

くるだい 3５ あかあまだい 3１

かさご 3０ だいなんうみへぴ ２尼

いたうなぎ ２尾

しようさいふぐ 3１．３３
」

かさ ＞①
０ 2７



第２回漁獲物

（延縄３鉢.立縄３鉢）
2～８ｍの高さの天然魚礁

第８回漁痩物

(各Stとも立繩６鉢づつ）

一
一Ｆ￣四一
一西一一ｍ■訂
一刊

1.5～2ｍの高さの魚礁周辺（sL2)に立縄を集中して設置し､漁痩物を比較した。両8tともマダ

イの釣漉がみられるが，ｓｔｌでは初めてブリと大型のマダイが釣痩された。

以上のことから，タイ類は少し高さがあれば蛸集するが、ブリ類はかなりの高さがなければ

期待できないと思われる。

4）漁況と生態

（１）漁況

対象魚種の月別漁痩量の変動を．農林統計の基礎資料である漁業種別・魚種別統計より整理

した。

（プリ類）石見西部におけるブリ釣漁況には．４．５月の北上期，11.12月の南下期に山が

みられる浜田以西の地区（第Ｗ-10～12図）と，１１゜12月の南下期のみに山が認められる国府

・江津地区（第Ｎ－１３，１４図）の二つの型がある。このことは第Ｗ-15図の利用漁場のごとく

高島周辺海域を主操業場所としている浜田以西地区、地元沖合近くにある天然礁を利用してい

る国府・江津地区の操業海域の異なりと思われる。

定置網については通称ブリ定置（10～７月）といわれる浜田地区のものと，イカ定趨（４～１０

月）といわれる益田地区について第Ｗ-16図と第Ｎ-17図に示した。浜田定置はMH｢島周辺海域

の釣漁況とよく似た変動を示している。益田定置は釣で.極めて漁痩の少ない夏期にかなりの水

準で漁鞭が認められる。またこの夏期の漁痩は．第Ⅲ-18図の益田地区における刺網にも現わ

れているｏ

以上のことから，周年漁痩のみられる高島周辺海域は，ブリ類の北上，南下の経蹄ならびに長

期滞刊の好漁場とみて差支えない。

（マダイ･チダイ）第Ⅱ－１９，２０図に，石見西部沿１１１海域におけるマダイとチダイの漁獲量

-１８１－

魚種 全長(qH）

まとうだい 3６

ほうぼう 4４

しようさいふぐ 3０

まはた 8０

ほしざめ 5３

がんぎえい 4０．４２，４０

Stl.(大型魚礁高さ4.5m） St2.(大型魚礁高さ1.5m）

魚種 全長(c刀!） 魚極 全長(c力U）

はがつお 4９ まだい 4６

まだい 8０ 九 い Ａ・Ｌ５０

まだ・い 4７ ちかめきんとき 3９

まだい 3５

ぶり 8１



△６４

ｄ８７
ｑ

＝

ｒ
ﾄン

ｇｊｌＯ６８１０１２
OＢ

Ⅲ

第Ｗ－１１図一本釣によるプリ類漁獲且

（益田地区）
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第Ｗ－１０図一本釣によるプリ類漁護圏第Ｗ－ｌ２図一本釣によるプリ類漁盤量

（三隅地区）（浜田地区）

「

を月別に示した。マダイは年により漁況が異なり，年に３～４回の山が認められるが、総じて

５～７月と９～11月が盛漁期となっている。チダイは例年夏期以降に漁痩が急増し10月がピー

クとなっている。またマダイは春期の漁漉割合が高いのに比べ，チダイは秋期に集中しており

まったく逆の漁獲体系となっている。

統計上マダイ・チダイとも－つの漁具・漁法で周年漁獲されていない。そこで地区単位に水

深１００ｍ以浅海域内の年平均漁獲量を１として，参考までにマダイの地区別変動をみたのが第

－１８２－
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第N－１３図一本釣によるプリ類漁麺量

（国府）

第Ｗ－ｌ６図定置網によるプリ類漁痩鼠

（益田）
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トン
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８
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」ⅣＭ艀トド》》雫

４

２Ｎ４０８１０１２

第Ｗ－１４図一本釣によるプリ類漁獲鼠

（江津）

第Ⅱ－１７図定霞網によるプリ類漁護量

（浜田）

Ⅱ-21図である。これでは秋期に多少似た山があるものの､地区ごとの関述性はあまり認めら

れない。一つの地区内の漁痩としてみられるものを上記と同様に，年平均漁極箪をlとしてみ

たのが第Ｗ-22図である。これによると、江津。益田のl1IIi地区において秋期に同じパターンで

漁況が変化している。ただ．後述する南下移動との関連をみるには，生物調査ならびに詳細な

漁撞量等がつかめていない現在明らかでない。チダイについてもマダイとlijl様な試みをしてみ

たが，地区ごとに山が前後し、まったく関連性は現われてこない。

－１８３－



－－~~）／ＦＰＰ

／′‐（イサキ）イサキは，農林統計で
グジ

､､白痙_L且一…－－，
はその他の魚種に含まれ，漁穫量と

｡」.Ｐ

!.!、/

してl±現われてこなし､。そこで。石

見西部（江津～益田）の漁協報告よ

りイサキの月別変動をみたのが第Ｎ

-23図である。釣による漁期は３～
「'６６コ

‐‐,ミ

１１月で７月にピークが認められる。燕↑↓Ⅲ’

○超ｊ・

●」」「Ｐ

ただ、‐マダイ・チダイに比べ，釣に‐ｒ■明

よる漁獲は極めて少なし､。しかし沖

合域（水深80～１４０ｍ）で操業する

まき網では短期間に多量のイサキを

漁種しており．いかに沿岸域に加入

好

ばぱ：?ごく急
，"麓シー

バ雫茂▲〆

２００９００

各地の利用漁墹及び定題網設置個所
させるかが今後の釣イサキの漁況に結びつく

第Ｎ－１５図
トン

と思われる。

（２）生態

間取り調査ならびに既応の知見等より整理

した。

（ブリ類）ブリ類は比較的広い範囲にわた

って南北方向に季節回遊をおこなうので．各

海域にはおのずから漁期・漁場が形成されて

いる。そこで石見西部，特に調査海域に関迎

のある高島周辺のブリの移動・分布について

まとめた。

流れ藻によって４～６月頃運び込まれたモ

ジャコは，８月頃20c痂位に成長すると全く藻

を離れ沿岸浅所に来遊し’アミ類・小魚・シ

ラス・イカ類を捕食する。移動は晩春～夏季

には北上，秋以降南下する。但し，高島周辺

海域では多少の移動はあるものの｡ほぼ停滞

し成長していると思われる。

ｏ～１才魚（ハマチ）の餌はカタクチイワ

グ

1０１２⑤川46￣凸■

●－－●１９７４←＿ｃｏＴ５－巴?6

第Ｗ－１８図卑Ｉ網Iこよるプリ類漁護量

－１８４－

■



肝０７
= シ･マアジ・スル〆イカ等となり、第

Ｗ-24図からもわかるように８～５月

と11～12月に多穫される。前者は北上

回遊群。後者は南下回遊群に相当する

が，漁業者の「沖合と沿岸の間を移動

しているのか周年みられる」という話。

また一般に北上・南下の過渡期といわ

れる夏期にも定圃・刺網でブリが漁獲

され・そのブリも大半が１才魚までで

あることから・若魚同様あまり大きな

移動は考えられない。

２才魚以上（１．５１W以上）は，イワ

シ・アジ・サバ・イカ類等の他，ネン

ブッダイ・ヒイラギ・イサキ・タイ類

等の底魚も餌としている。来遊につい

ては第Ｗ-25図より。０～１才魚同様

３～５月と11～12月に多獲され，北上

・南下の傾向が認められる。

上記に関連して，２～３才魚を対象

に1969年の１～８月高島漁場で実施し

た標識放流（第Ｎ-26図）より移動状

１，殆んど南下移動し，水瓶の上昇に伴

Ｓ〆 ８
日

０
ケ
０

ト

必
Ｉ

６

２

、

２月０６８００Ｕ２

第W￣19図沿岸域Iこおけるマダイの月別漁獲量
（益田～江津）

９…

’１Ａ１
ノ1M
β１
．０Ｉ

U2 み，１，．，鋤 』ｏＪＪ ｉ

1Ａ
Ⅱ。

と.．

２月０６820】２

第W-20図沿岸域におけるチダイの月別漁獲量

（益田～江津）

況をみると，高島周辺海域においてしばらく滞留した後，殆んど南下移動し，水瓶の上昇に伴

って沿岸沿いに北上する傾向が伺われる。しかし永田が山口県沿岸で実施したブリの放流結果

（１９５６年，５７年５，６月）から隠岐島以東では全く１５捕されないことと同様，１９６９年の

放流においても日御崎以東では１尾の漁痩もない。また'１１口県以西についてもiljhliのない事実

は水H1・三谷が指摘しているように，２～３才魚ブリの秘動回遊はＩM1に南下・北上するばかり

でなく，Ｏ～１才魚のように沿岸と沖合の間を回遊している可能性もあり明らかでない。

ただこれらの標識放流は．放流点と再捕点でのみ魚の移動生態等を究明しているが，遊泳層．

移動速度．漁場環境との関係については全く不明である。特に今回の場合は、ブリの魚礁に対

する行１Ｍ]をも考慮することを目的としているので園パイオテレメートリによるブリの遊泳行動

について追跡調査を計画した。

－１８５－
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●￣~●益田←￣◎汝佃▲..－や江ｉｐ

第Ｗ￣２１図マダイの年平均漁謹量力》らみた指数変化

第Ｗ－２２国刺網・定置網・地曳網に入網したマダイの年平均
漁獲量からみた指数変化

-１８６－



調査は，１９７７年６

月８日全長64口ﾛのブリ

に第Ｗ-27図のごとく

ピンガーを取付け開始

した。この結果，水平

移動状態を第Ｎ-28図

に、垂直行動の状態は

第Ｗ-29図に示した。

垂直行動の状態は第Ｗ

-29図に示した。垂直

行動については｡水深

の補正に問題があい

垂直行動の傾向として

みるのが望ましく、水

深の値は除去した。

まず水平移動につい

てみると,６月８日１９

時20分に鹿島と高島を

結ぶ中間点水深６１．５

ｍの海域で放流したブ

リは，最初等深線を直

角に横切る形で沿岸浅

所に移動を始め．小さ

な瀬が点在する伊勢島

沖の水深50ｍ以浅に入

ると複雑な移動を示す

ようになった。その後

伊勢島の天然礁で滞留

し、１０(lの２時57分放

流点から直線にして６

１t､離れた伊勢島近くの

ン

ｌｉ
ＯＤ－
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第Ｗ－２３図まき網および各種一本釣によるイサキの月別漁痩量

６
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ＷＭ

第Ｗ－２４図ハマチ(1.5K9以下)の旬別漁獲尾数
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刺網に羅網された。滞

留するまでの遊泳速度

は毎分10～75ｍで。平

均速度は50ｍ程度とな

っている。

垂直行動についてみ

ると。放流直後のブリ

は急激な潜水行動を行

うのが認められた。ま

た．昼間におけるブリ

の行動は海底地形に沿

う行動を示し，夜間に

おけるブリは活発な垂

直行動を行なっている。

垂直行動については，

索餌と何らかの関係が

あると推定される。

これらを要約すると、

ブリは瀬をつたう形で

移動しているが，小さ

な瀬での滞留はほとん

ど認められない。

次に，漁況の項で少

しふれたように，よく

似た動きを示す高島周

辺海域のブリ釣漁幽駄

と。浜Ｈ１定職の漁痩賦

をみたのが第１V-24,

251列である。資料は、

三隅漁協の釣、浜１１l漁

協の定侭網の現場帳よ

,９１
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第W－２４図ハマチ（１．５k9以下)の旬別漁獲尾数
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第Ⅱ－２５図ブリ（1.5肘9以上）の旬別漁獲尾数
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０尾数を算出し、名柄区分は

k,単価より換算したものであ

る。また。これらは漁具が異

なるため各旬の漁痩尾数をた

だプロットしたのみである。

したがって．高島周辺海域

から浜田へのブリの移動を論

じるには問題は多いが、春先

から初夏にかけての漁穫をみ

れば魚体の大小にかかわらず

標識放流結果にみられるよう

に，高島周辺海域より浜田に

向けての移動を反映した漁痩

の流れを示している。石見西

部海域で漁漉されるブリは，

魚体からみて索

餌回遊群とみな

`o０ｆｌ

8000

５００

uＯＯ

ｑＯ

一三円１－▲的←＜侭田辺回閃

第Ｗ－２５図ブリ（1.5K9以上)の旬別漁獲尾数

訓される｡そこで
、｣餌の面からプリ
ホ！の移動を推測す

るため．益田地

区のまき綱標本

船より主として

餌となるイワシ

Ｃｉｉ:(ハ：麗騏
みた。イワシ類

、
篭

／

｡；

〆
丘

;~ロ

第Ｗ－２６図高島漁場プリ再捕位置と経過日数
の時期別分布で

は、春期は沿岸域に（第1V－８０－１図），夏期は沖合（館Ⅱ－３０－２図），秋期は多少西寄り

であるが沿１１１域（第1V-30-3図）に再び漁場が形成される。次に、体災組成から（第Ｗ－３１

図）、これらイワシ類の大半は１才魚までであり，０才魚を含めたブリの餌となりやすいこと

－１８９－



が予想される。以上のことから・ブリの時期別漁

獲変動と餌の分布とは相関があると思われ･ブリ

の北上・南下についても餌の分布壁がかなり影響

を与えると推測される。

何れにしる高島周辺海域はブリの移動回遊経路

になっており､相当長い期間滞留する好漁場であ

ることは間違いない。しかし・高島周辺のみに依

存，集中した漁穫体系ではおのずから利用漁船数

００ロ■

砦z～_’
畠ﾐ§ＰＭ罎夛

●~、ﾐ

"旦三（
第W-27図ピンガーの取付部位と方法
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第Ⅱ－２８図ブリの水平移動

に限りがあり、高島と関述をもった今回の調査海域にもう一つの漁場を作ることは，来遊資源

の有効利用面からも重要である。また、その漁場もブリ類の魚道を考慮し０水深40～80ｍ線を

主体に造成する必要があろう。また．ブリ同様高い比重を占めるヒラマサについても３～５月

と1r~12月（第Ⅱ-32図）に多鞭され．ブリとほぼ似た移動をすると推定される。

（マダイ・チダイ）マダイの産卵親魚には春西より北上し，秋南下する大型の移動群と根付

あるいは瀬付き魚といわれる二つの型があると考えられる。移動群は４～６月．水深60～120

ｍの瀬付近で産卵後更に北上を続ける。 F▲

５～６月頃には，１～３C1UR程度の稚魚が水深30ｍ以浅の砂質地帯ならびに内湾に多数群をな

して模息している。３～５ｍ（６～７月）になっても同一海域で群をなして滞留しているが。

－１９０－
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この内一部の群は沿岸近くの

瀬に移動しはじめる。

９～10月には，９～10“に

成及し浅海から比較的深みに

と移動をはじめ・水深50～８０

ｍの瀬で15～20CHRの１年魚と

混痩される。２０～80【､Eの未成

魚は３～９月。水深30～80ｍ

の瀬に多く。-時には沿岸部の

定置網に大群となって入網す

ることがある。この未成魚は

秋になると移動群と根付群に

わかれ，大型移動群とともに

南下すると推定される。これ

らの経過をふまえ．一本釣に

よる名柄別漁獲割合を示した

のが第Ｗ-38図である。群行

動についてみると､マダイの

０才魚は潜水観察では数尾の

集合あるいは単独でいる場合

が多い。１年魚以上になると

遊泳力もつき．群を形成する

ようになる。未成魚．成魚は

磯魚のイシダイとよく似た群

を作る。すなわち､同じ大き

さの胴体が集合した群はまと

まりが強く0異なる大きさの

個体の災合した群はまとまり

－－－
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第ＩＶ－３０－１図聞取りならびに操業記録表からみ
たイワシ類の漁期別分布

（５～６月）
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第Ⅱ－３０－２図（７～８月）

が弱い。

次に，チダ

ハミしてくるが，

チダイの索餌lijl遊群は４～７月にかけてi''1台域より水深60～70,,以浅の沿岸域へと接

るが．接川1の途中で１１}ぴ沖合へ向う群もかなI〕多い。産卵群は９～10月にかけて沖合

-１９２－
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域よ0来遊し，小さな群にわ

かれて沿岸浅所につく。１１月

に産卵を終えたチダイは．沖

合及び西方に移動するようで

ある｡また，チダイはマダイ

に比べて瀬付き的要素が低い

のか・滞留期間が短く成魚の

漁痩率がマダイに比べて低い

といわれている。

日本海栽培漁業事前調査よ

りマダイの移動をみたのが第

Ｗ-84図である。これによる

と、マダイ成魚の長距離移動

は南下のみに限られて

いる。北上については

香住・宮津での標識放

流では認められるがロ

山口で放流したものが

島根県以北で再捕され

ておらず明らかでない。

また・チダイについ

ては日本海西部海域で

の報告がなく問題はあ

るが、放流地点から大

きく移動しないで滞留

するが、冬期にはやや

深い所へ移動する（石
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第Ｗ－５１図･沿岸域におけるイワシ類の体長変化
（大浜）深い所へ移動する（石

川・福井県）。放流地点からの逸散はマダイより早く，数は少ないが100ｍ以上移動するもの

があり南下移動より北上移動が大きい。５～８月は北上し、９～10月には南下する傾向がみら

れる（新潟県）といわれている。

そこで､沖合域におけるマダイ･チダイの漁獲量をみたのが第Ｗ－３５Ｄ８６図である。これに
イ

ー1９３－
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↑ よると春期は沿岸域の漁

勉より１，２ケ月前に漁

痩の山があらわれ､沿岸

域の漁極が低下する12月

に再び山が認められる。

このことからマダイ・チ

ダイの資源は，滞留群と

隣接または沖合海域から

の移入群によって維持さ

れていると思われる。

（イサキ）この魚種に

ついての知見は乏しく，

特に石見海域における移

動。分布の状況は明らか

でない。参考までにイサ

キの漁況を一般に沖合に

属するまき網と，釣に区

分してみた（第Ｎ-23図）

これによると５～６月頃

iIlI合より沿岸に来遊した

イサキは，８．９月頃

まで滞留し再び沖合へ

逃散すると推測される。

間取りでは産卵群は５

－７月にかけて加入さ

れ水深50～70ｍ域まで

接)itしかその後水温の

上界に伴い瀬をつけた

る。雌卵を終えると沖合

漁況を裏付けているご索
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果におけるマダイの移動上界に伴い瀬をつＩ

ような形でごくガｌｉｉＬ域まで来遊する。雌卵を終えると↑

へ逸散すると,濡しており．ｈｉＬＭ)漁況を裏付けているc

iiIWj動としては猛|冊]瀬近くに浮んで擬餌する。

2０

６７16ＵｌＵＩｌ

第1V-33図一本釣(標本船）

によるマダイの銘柄別漁

獲割合
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以上，漁況ならびに生態の項で述べてきたこ

とから推測し作図したのが第N-37p38図のブ

リ・マダイの'''1遊想定である。チダイについて

はマダイと似た動きをすると推定されるが，石

兄西部海域における移動の状態があまＵ明らか

でなく削除した。

5）魚礁の条件

対象魚極の瓜礁に対する行動等について。聞

取り調査ならびに既応の知見より整理した。

ブリ類

ｏブリ類を対象とした魚礁条件は．岩礁斜面の

傾斜角度が垂直に近いことが重要な要素となり，

さらに立体的な漸さが必要条件となっている。

設置上の条件としては、ブリの去来を促す要素

として流れが作用するとしている。

ｏこれに関して回遊魚を対象とした魚礁は規模

．広さ・高さのいずれも大きい程集魚効果があ

る。京都府ではブリ類の場合（魚礁の高さ／水

深）は0.18～０６５位が最もよく蛸集すると報

じている。

０

Ｚ

０

2月０６８１００２

第Ⅱ-35図沖合域におけるマダイの

月別漁獲量（浜田沖合底曳網）

０ﾝ●・・・ＣＩＯＴＯ一･一･｡,７５-．７６

仏0
】■明４６０１０

第W-36図沖合域におけるチダイの

月別漁獲量（浜田沖合底曳網）
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ｏブリの追跡調査結果によると，ブリは

瀬をつたう形で移動しており，高い瀬で

は災時間滞留した事実がある。

ｏ以上のことをふまえて聞き取り調査か

ら判断すると．ブリ賦はあくまで高さを

必0座とする話に染約され，特に魚体が大

きくなる雁岡さは必喚となる。このこと

は,iliさ２～３ｍの魚礁では２才魚以上の

も,/〕が漁猶されることはほとんどなく，

Ｏ～１才魚が時として漁池される点であ

グワ
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…へ
“
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第Ⅱ'－３７図ブリの回遊想定 ｡、、
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ｏ次にプリ類の鋼集する魚礁の高さを主

操業場所より考えると．７～８ｍの高さ

のある人工魚礁。１０ｍ程度の高さになる

沈船，さらに数十ｍの高さを有する高島

漁場である。これらの魚礎は水深40～８０

ｍ線にあり、前記した京都府の値に近い

か充分演しているＣ

Ｏ従って設置水深にもよるが。魚道から

みて魚礁の高さは股底でも７～８ｍ．で

きれば10ｍ以上は必要と思われる。また、

餌となるイワシも高い瀬の付近によく集

まるとされている。

承鈩
□ｂ凸

承溌
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第Ⅱ－５８図マダイの回遊想定

ｏ魚礁の有効範囲は回遊魚の場合２００ｍ程度としている。

ｏ操業状況からみた有効範囲は魚礁の規模により異なるので一概には言えないが・高島漁場で

は条件が良いと０８～１Km程度湖上に離れて釣れる。沈船では800～500m程度となっている。こ

の差は高い瀬程魚の離れが大きいという漁業者の話の－面を裏付けている。

ｏ餌の関係からイワシの魚礁に対する有効範囲をみると｡大体800～400ｍとなっている。

ｏこれらを考えると，魚礁の漁穫有効範囲は最底でも300ｍあると考えて差支えない。但し、

より確実にするためにはこの半分の150ｍ,すなわち魚礁間の距離を300ｍとするのが望ましい。

ｏまた，１グループの魚礁容績は600～800㎡は必要と思われる。

タイ類（マダイ・チダイ）

ｏマダイを対象とした場合の魚礁条件として，水深・魚礁の高さ・底質の３要素が有意に作用

するようである。このことは，マダイが魚礁に誘引される要素として高さが重要であると同時

に，生活空間を規制する要素として水深が深いことが望ましい。また．誘引されて生活する魚

礁周辺の底質条件がマダイに適していれば生活期間が長くなると推察される。

ｏチダイを対象とした魚礁条件は．まず礁の長さが作用し次いで礁の高さの２要素となってい

る｡ /

ｏマダイ・チダイも１ｍ以下の高さの魚感でも漁獲されることから．それ}正ど魚礁の高さを必

要とせず｡むしろあまり積みあげないでいくつかのブロックグループ群に分散し・かつ群間の

距離が漁場としての有効面憤となる配置栂造が最適とする意見が多い二参考までに１グループ

の容績は約850～500㎡は最少必要としている。

－１９６－



。しかし．マダイはある程度の高さがないと期待できないとする意見もある。このことは設置水

深や魚礁規模等により異なりもあるが、１段積魚礁より２～３段積魚礁がそれより沈船と漁獲効

率がよく，広がりのみでは一概に言えないとしている。

ｏ餌となるベントスの量は総じて細砂質に多く。粗砂。中砂には少ない。従ってこの点も考慮す

る必要がある。

ｏ漁獲状況からみて，マダイ・チダイともブリ同様潮上に鰻く集まる傾向がある。またマダイは

昼間瀬の潮上の底～中層に，夜間は瀬の上にいる。産卵期には夜間水面近くに浮上してくる。チ

ダイは潮の速い時は50ｍ位潮上にいる。

ｏ魚礁の漁盤有効範囲はマダイ・チダイとも50～100m位（普通30～50ｍ）までである。ただ・ま

き餌釣でチダイが200ｍ程度離れることもある。さらに底棲魚の場合､魚礁間の距離を200mにすれ

ば、これらの空間は有効範囲とみなして差支えないとしている。

イサキ

ｏ回遊魚を対象とした魚礁は規模，広さ，高さのいずれも大きい程効果がある。またブリ同様岩

礁斜面の傾斜角度が垂直に近い程よいとする意見がある。

ｏ操業状況からイサキの集まる魚礁の高さを推測すると１段積（１～15ｍ）魚礁では,ほとんど

漁獲されず大体４ｍ以上の高さのある瀬を利用している。これは回遊魚一般にいわれる「水深に

対して魚礁の高さが１／１０程度」をしさしている。

ｏ今まで掲げた魚種を魚礁の高さを望むものから列記するとブリ類・イサキ，マダイロチダイ゛

となる。

ｏ魚礁の漁痩有効範囲は回遊魚の中ではマアジ同様瀬離れが弱く，潮上に対して50～60ｍを限界

とする意見が多い。

3．社会環境

１）社会経済的環境

（１）人ロ

本地区（島根県温泉津町～島根県益田市）３市２町の人口は，１９７５年国勢調査結果による

と1450211人で、これは島根県総人口の１８．９魁にあたる。1965年以降の人口流出率は全県の

流出率とほぼ同じで、年間で6.496の減少となっている。

（２）産業

本地区の産業構造の特徴は．全県に比べ従事者，純Zli産において水産業の比重が高く農林業

が低いことである。年次別変化をみると第２次，第３次雁業の就業者の増加と第１次産業と、
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わけ農林業従事者の減少が大きい。水産業従事者はわずかながら減少している。

2）漁業櫛造と生産の現況と動向

（１）漁業櫛造

本地区の漁業は沖合漁業として，沖合底曳網．中型まき網（和船巾若綱）沖合いか釣漁業が

あり，沿岸漁業として,中．小型まき網。小型機船底曳網･刺網．いか釣，一本釣．延繩．定

置網，採貝草漁業等がある。沖合漁業は全て浜田市に集中し、約5.096の経営体で生産量におい

て92.3必．生産額において78996を占めその他の沿岸漁業とは極端な二重構造を示している。

（２）経営体数

本地区の漁業経営体数は，１Ｗ6年に全県総数の22.8名にあたる1,029経営体があるが，その

階層栂成は１ｔ未満（無動力漁船非使用を含む）が339易、１ｔ～３tが49.6名で,この２階層

で８３．５筋を占めている。全県におけるこの２階層の占める割合は約６８５冊であり，本地区の零

細性がうかがえる。しかし２０ｔ以上階層は全県における3.2筋に比べて５．３妬と高く本地区漁業

１１蕊蕊i憲丘~蕊灘
第w-鯛関係地区階厨別離辮稜艤勵……`-…`－…

５ｔ階層は４１経営体から７５

経営体と約1.8倍の伸びを示

し，今後本地区沿岸漁業の

主力になると思われる。５

～１０ｔ階暦は横ばい，１０～

２０ｔ階層は減少している。

２０Ｌ以上の沖合漁業は資源

状況の悪化等で減少してい

る。漁船漁業以外の漁業は、

本地区の海岸線が他地区に

比べて単調であることから

７６百

1８１１１４９７１４６０１４４５１４５１

１００妬８１．７⑰８０．６る７９８Ｚ８０．１る

５９２８４９７８４７８８４６４２４６２３

１００筋■

■

－１９８－

表 1972年 73年 74年 75年 76年

関係地区
温泉津

江津

国府

浜田

長浜

津摩

三隅

益田

小計

指数

１７６

６７

９２

３４５

1７８

８４０

1,198

１００筋

７４

１０３

８９

1９５

５５

５９

１９８

２６７

1,040

８６．８妬

７４

７９

７３

１９６

６３

６３

－２０１

２７６

1，０２５

８５．５＄

９１

８０

５８

１９１

７０

６２

１９３

２８６

1，０３１

８６．１る

８６

７８

６３

１９２

６７

７２

２０９

２６２

1,029

８５９＄

ｲｉｊｕ
兇鰯

計

指数

1，８１１

１００②

1，４９７

８１．７筋

1，４６０

８０．６る

1，４４５

７９．８＄

1，４５１

８０．１筋

''’
'０ミ

計

指数

5，９２８

１００鰯

4，９７８

８４．oｚ

4,788

８０．８筋

4，６４２

７８．４筋

4623

７８．１る



第１V－７表主とする漁業種類別経営体数（１９７６年）

（■林統計事務所）

■■■囚宅■■
４２

挿
画
垣
ｒ
Ⅱ １９２１６２－－６－－１４１４－1－２０１１

１８４４－１１６７１２

１１－１８３９１１－－－１１７２

２０９－－－－－３１３１６０－１１４￣－

２６２－－－４－５９－５１４８２９１１１３５６１３Ｍ

１０２９２８８５７２－６５４１６２５０１４９１２７７６１１５３２１

仁兄地域

ⅢCl川岨’

総

計 沖合底曳網
、４

剛底曳網 その他の底曳網 あぐり網（｜そ房２ あぐり網ごそ壺乙 その他のまき網 その他の敷網 その他の刺網 いか釣 その他の釣 はえなわ 地曳綱 船曳網 大型定置
、。

型疋置 採貝 採草 浅海鍵砿 その他

関係地Ⅸ
温泉津

江津

国府

浜田

反浜

津摩

三隅

縦ｌⅡ

。、 計

８６

７８

６３

１９２

６７

７２

2０９

２６２

1,029

￣

１６

１２

￣

２８

１

５

￣

２

８

￣

－－

￣

￣

１

￣

４

５

￣

６

１

７

￣

１

￣

１

２

￣

￣

￣

￣

￣

￣

２

１

３

５９

６５

￣

３８

４２

１４１

８

８

１３１

４８

４１６

４７

２１

６

４

４４

３９

６０

２９

２５０

３

￣

１１

￣

１４

４

￣

￣

￣

５

９

￣

￣

￣

１

１

￣

１

￣

￣

￣

１

２

１

２

３

￣

￣

￣

１

７

２

２

４

２０

１

１１

１

３５

７６

３２

１

５

１

１

￣

１４

６１

１１５

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

３

３

￣

５

１

1

￣

￣

Ⅱ

２１

石見地域 1，４５１ ２８ ６０
￣ ７ ８ ２ －－ ７９ ５７７ ３３４ ４０ ９ １ ２ ８ ９３ 1７６ ５ ２２

県 4，６２３ ３８ １０１ １２ ４９ ９ ９ ２ ５５８ 1，０１０ ８６５ １３８ １６ ２８ ２０ １５０ ６０８ ４９２ ４１１ 1０６



第Ｗ－８表階層別経営体数の推移 （農林統計年報）

船ひ
」総ロｆ非使用刀匿疋歴き網

１９７２年１１９８１４０７９３６８４５３４１１０１７３５１４１９１２

７３１０４０２５３２８４７４７３５８１２１９１５１４８９２２

７４年１０２５１５８１３５０４７０５８１２１１１７９４９２８

７
１
６
５
５

３

６
６
５
５
５

８

７５：‐１０３１１５１６８５４４８９６２１０１０8９４５

７６２１０２９１２１３３２４５１０７５１２９４９

測汲津８６－－４４３３７１－１－－８６

７１岬７８－－１４４１１４２－－２４－７７

国府６３９４８１２8－－６３

田１９２一一１４１１２３０２１－－－１５９

て６７－－１イ３３２－－５２

７IHI藤７２－－３５２５９１１－－－７１

■■■■■■■■■ﾛ■■■I■同田

圃囚囮回囚■■■■国

第W－９表個人経営体の専譲業別経営体数 定置，養殖漁業とも極めて少数に

とどまっている。（第Ｗ-39図，

第Ｗ－６表）

（８）漁業種類別経営体

漁業経営体を，主とする漁業種

類別にみると，沖合底曳網，和船

巾着網，沖合いか釣等の大規模沖

合漁業の経営体数は1971年52であ

ったが1973年61に増加した。しか

し資源の減少,漁業経費の贈大等

から1976年には50経営体に減少し

ている。

沿岸漁業では・いか釣、その他

の釣,延繩が４１．０Ｚｏ２５５９ＺＤＬ４

Ｚを占めこの３種で全体の67.9筋

となっている。近年一本釣．延縄

-２００－

総計
漁船
非使用

無動
力

O～1ｔ 1～8ｔ 3～5t 5～１０ｔ 10～201
大型
定置

小型
定置

地び
き綱

養殖 小計
動力20ｔ
以上

１９７２年 1，１９８ １４０ ７９ ８６８ ４５８ ４１ １０ １７ ８ ５ １４ １ ９１２ ６７

７３年 1,040 ２５ ８２ ８４７ ４７３ ５８ １２ １９ 1 ５ １４ ８ ９２２ ６１

７４年 1，０２５ １５ ８１ ３５０ ４７０ ５８ 1２ １１ １ ７ ９ ４ ９２８ ５６

７５年 1,031 １５ １６ ８５４ ４８９ ６２ ８ 1０ ２ ７ 1０ ３ ９４５ ５５

７６年 1,029 １２ １３ 3２４ ５１０ ７５ 1２ ７ ２ ７ ９ ３ ９４９ ５５

温泉津 ８６ ４４ ３３ ７ １ １ ８６

江津 ７８ １４ ４１ １４ ２ ２ ４ ７７ １

国府 ６３ ９ ４８ １ ２ ３ ６３

浜田 １９２ １４ １１２ ３０ ２ １ １５９ ８３

長浜 ６７ １７ ３３ ２ ５２ １５

津摩 ７２ ３５ ２５ ９ １ １ ７１ １

三隅 ２０９ ３１ １６９ ７ １ ２０８ １

益田 ２６２ １２ 1３ １６０ ４９ ５ ７ ２ １ １ ５ ８ ２３３ ４

個人経営体の専兼別

総計 専業
兼 業

漁業が主 漁業が従

主業率

１９７２年 ９５７ ７５ ４８１
巳

4０１ ６０．８＄

７３年 ９５０ ９３ ５１３， ３４４ ５８．１名

７４年 ９３３ ７３ ４８９ ３７１ ６３．８鰯

７５年 ９４５ ６９ ４６６ ４００ ６０．２Ｚ

７６年 ９３７ ７３ ４６０ 4０４ ５６．９Ｚ

温泉津 ８６ ２１ ３０ ３５ ５９．３筋

江津 ６７ ２８ ４４， ８４．３冊

国府 ６１ ２ ４２ １７ ７２．１筋

浜田 １５７ ２２ ９９ ３６ ７７．１＄

浜丘 ５２ ３ ３７ 1２ ７６．９紐

津摩 ６８ ６ ４１ ２１－ ６９．１筋

三隅 ２０５ ４ １２９ ７２ ６４．９冊

益１１１ ２４１ １５ ５９ １６７ ３０．７鰯

石見地域 1，３０７ １０８ ６８５ ５１４ ６０．７＄

ﾘiＬ 4，２５５ ４２４ 1，８７３ 1，９５４ ５４．０筋



第１V￣１０表自営，やとわれ別，性別年令別漁業就業者数

（昭和１９７３年農林統計年報）

”
ご
』

自常やとわれ別

合計
ﾋﾞｨ灘

のみ

自営とやとわれ

自営が韮 やとわれが主

やとわれ

のみ

性型別年令別

合計
男

小言Ｉ 15～19才 20～29才 30～39才 40～49才 50-59才 60才以上
女

廻

係地〆

Ｉ

iＭ附し沖

/I：ｉｌｔ

l珂府

浜’1１

及浜

沌摩

ｉ隅

iＭＥ田

'|、 Jil

術数

８１

１１６

１１３

６１９

２１４

１２７

２８３

５１２

２動０６５

１００筋

７７

７０

７８

１６８

３８

５７

１９０

２６６

９/Ⅱ
－－■■■■■￣

４５．７筋

２５

４

９

￣

１７

２０

２５

１００

４．８場

２

３

１３

１１

６

４

６２

１０１
■■■■■Ｕ■■■■－－￣■

４９妬

２

１８

1８

４３１

１７６

４７

６９

１５９

９２０
￣■■■■￣￣

４４．６筋

８１

１１６

１１３

６１９

２１４

１２７

２８３

５１２

2，０６５

１００妬

７７

１０５

１１２

６０３

２１４

１２７

２６８

４３８

L94rl

９４．１筋

￣

１

６

１

３

２

１３
-－￣■■■■■■

０６筋

１

６

１

６７

２３

１０

７

２６

Ｍ１

６８筋

２

１５

１５

２０３

８１

２８

■ ４５

８２

４７１

２２８毛

８４

４０

●２６

２０６

７６

3７

７９

1２５

６２３
－１■■■￣￣■■

３０．２妬

１２

１８

２４

７５

１６

1７

５９

９３

３１４
l■■￣■■■■￣q

１５２妬

２８

２５

４６

４６

１７

３２

７８

１１０

3８２
■￣－－■

18.5筋

４

1１

１

１６

￣

￣

1５

７４

１２１
■■■￣■■■■■■■■■

5.9筋

ｲj兄地域

楯数

２，８８８

１００毛

１，３１７

４５．６錫

１２９

4.5妬

１８５

Ｍ妬

Ｌ2５７

４３．５妬

2β８８

１００錫

２２７５７

９５．５筋

３５
■￣ｌ■■■■￣￣

１２錫

２２８

７．９鰯

６１３
－－-－

２１．６毛

９０２
－－－－

３１２密

４５１
￣￣￣￣

１５．６妬

５２８
－－-－

1Ｍ＄

１３１

4.5船

111
祝Ｉく

指数

９，７４４

１００錫

５２２９

５３．７錨

４２３

４．３鑑

６９８

７．２鰯

3８９４

３４．８筋

9，７４４

１００妬

8．６７１
I■■■■￣■■■■

８９．０鰯

９０
--■■■■￣ｑ

0.9名

８３８

８．６錫

１，７７５

１８２妬

２，７４１

２８１鰯

１，６２２

１６－６紐

１，６０５

１６．５魁

１，０７３

lLO船

ロ



第Ｗ－１１表漁船

１５７５１８６１６６０２１１１７４８２２ｐ

「団Ｐ刃■口印一列
２４９６２５４３２０３２７７９２１１

５２．９

３０．８ ３４８

８６8８４２００９８７１

４８６．３

10 ０１９

６４．５ ５０９．４

(鴇：勢$）

資源の減少と，いか類価格の上昇により，いか釣を主体とする経営体が増加している。刺綱漁

業は6.6名,まき網漁業は1.0⑤と低位にとどまっている。採貝革漁業は１３．９筋であるが年々減

少している。（第１V－７炎）

（４）ｉｌｊ〔雑別絲桝体数

ｌｂ〔兼業経燭体数のjlii移をみると’第ｌＶ－８衣のとおり主業率は56筋から649ilの間を推移して

おり全県の主業率よりやや厨いがlij[業率はやや減少傾向にある。本地区漁村近効へ縫製工場等
テ

が進出しＩiii}人ｌＩｆ川機会が'W大したためと思われる。（第１V－９菱）

（５）従邪行数

本地区の漁堆従!｝Ｉ行は２，５７５人で全U,L漁業従躯打の31必にあたり，また本地域漁業従!】;者の

-２０２－

１９７２年

ＮＯ ＧＴ

７３年

ＮＯ ＧＴ

７４年

ＮＯ ＧＴ

７５年

ＮＯ ＧＴ

関係地腫
温泉津町

江津市

浜田市

三隅町

益田市

小ｉｆ

９

１７７

３２

１６４

８４

７８５

６２

２６１

１８２

３２６

３６９

1，７１３

7.1

1４３．５

１９．２

２８８．９

３７１２

８．５４Ｌ７

２８．１

４１８．６

９７．４

４９４．３

５２２．９

9，８２７．０

９

１８４

９

１７５

６７

８０５

４８

２６８

１８２

３３８

３１３

1，７７０

６５

１５Ｅ５

7.9

２４９６

３５８．７

8．７９８．４

１６９

４０６．１

９１０

５６１．５

４８１．０

１０，１７３１

１０

１８６

１６

１７５

5０

８０５

６６

３１１

１２５

３６２

２６７

1，８３９

6.9

１６６０

５２．９

２５４．３

３３０．８

8．６１８．６

２８．４

４６２．９

５０．０

５９５．４

４６８９

１０，０９７．２

５

２１１

１０

２０３

５９

８４２

２４

３４８

９１

４２８

１８７

2，０３２

4.7

１７４．８

５０．６

２７７．９

３４８．７

8.009.9

１０．８

４８６．３

３９．９

６５３．０

４５４．８

9，６０１．９

４

２２Ｃ

ｒｌ

２１Ｌ

５８

８７１

７４

３５６

２５

４９０

1２２

2，１４８

石見地域
４７８

2０３９６

５８８．３

１１，６１４．３

４３１

2０４７９

５５０．３

１２，０５８．６

３９０

2，５５６

５６４．５

５６４．５

２４６

2，７９２

５０９．４

１１，７７８．８

２８０

2，９８４

島根県
1，４２６

7，５０７

1，３３７．１

３０，８１０．６

1，２３１

7，７３０

1,224.0

３２，９４１．８

1，１８３

8２６３

1，２４９．１

3５．６１７．１

７０４

8．９５８

９３１３

３５，８８０．１

581

9，５２２

』

・

日シ

■



の年次別動向

（島根県漁船統計）

・・
Ⅱ

■
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3.4妬を占め全県同比の2.2冊．石見地域同比の２．６冊を大きく上回っており本地区の漁業依存

度の高いことを示している。（第１V-10表）

（６）漁船の動向

本地区の漁船の年次別動向をみると、総数が年々増加の傾向で1972年２０８２隻であるが.･７６

年には２，２７０隻に増加している。規模別では無動力船が船外機船の１１V及呼の影響により３分の

１に激減した。Ｏ～１t階層は無動力船の船外機装備により約33Ｚの1WbⅢ０～１ｔ，３～５ｔ階

層はそれぞれ，１３～14妬増加している。５～10ｔ階層は漁法の制約等から減少傾向にあり，１０

～2ＯＬは横ばい・２０Ｌ以上は沖合漁業経営の不振により減少している、（第Ｗ-11表）

（７）漁業生産

－２０３－

トン数階層別動ノノ漁船数

0～lＬ 1～３ｔ 3～５ｔ 5～10ｔ １０t～20t 20t～

ＧＴ ＮＯ ＧＴ ＮＯ ＧＴ ＮＯ ＧＴ ＮＯ Ｇ１ ＮＯ ＧＴ ＮＯ ＧＴ

4.5
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第Ｗ-42図漁業生産額の推移

（関係地区）

第Ⅱ-40図関係地区漁業生産量の推移

（農林統計）
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第Ⅱ－４１図関係地区沿岸漁業種類別

年産鰯の推移（腿林統計）

本地区の1976年IiYi人総'|;G1FIIliは９２，６００tであるが，そのうち９２．３冊が沖合漁業で，7.7冊

がif)Ｉｉｌ漁業で/'二旅されている。地区別にみると、ill合漁業が染Il1している浜田巾が９４２Ｚを,１１

め。次いで益[HIl7が4.7錫．三隅町が0.5筋，江71t｢|丁が0.4筋，ｉＭ股rl1II1Jが0.2冊となっている。漁

業稲類別では、「lW1まき網（和船｢１J済網）が63.0筋，iilll合底曳網26.9冊、小靭まき網３８錫，

iIll合いか釣2.3拓等となっている。生産111の動向は，illl合いか釣，沖合底曳網の減少，ＦＩｕ剛ま

き網の増加が特徴的である．

沿岸漁業についてみると、1976年7,67tの'k雁があった。地区別では、まき網漁業の架中し
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第Ⅳ－１２表漁業種類別漁労体数（１９７６年）

（農林統計年報）

■■、、■回
国■■■■■■回囮■■■■■四回■囚

■、■閾■■■■■四国

酌
こ
び

■■囚
■画■■■■■印田田■■■■同、■回

一■■■■ＦｍＨ■■回
■■■■Ⅳ■、

■■ｎｍ■、囮四四■■■四国■囹回
雨|~5三]両Ｆ庁｢]~百1万[TzFII面F1訂T工涼F雨｢191~工T2T5FT盃ＴＩ|雨イIIL地域

総計 沖合腫曳網
、。

唖腫曳網 その他の庇曳網 あぐり網・そ』⑭ あぐり網三そ房乙 その他のまき綱 その他の敷網 その他の刺網 いか釣 その他の釣 はえなわ 地曳網 船曳網 大姻定置
、Ｉ

靭定霞 採貝 採草
力､

に

力ユ

シ■＄
￣ その他

則煤係地
温泉津

江７１t

国府

浜田

長浜

津摩

ｉＩｌｊｌ

締１１１

イ § f｝

２７２

２８８

２９１

5６５

１４５

２８１

５９４

５８２

3,018

￣￣

１８

1４

￣

￣

３２

1

９

３１

２

￣

４３

￣

￣

■￣

￣

￣

￣

１

￣

８

９

￣

６

１

￣

７

１

￣

２

￣

１

３

７

￣

￣

￣

１０

￣

￣

１

１１

３

￣

２

４

￣

１

３

8８

1０１

８５

８２

７０

１８８

４１

８３

２０９

９４

８０２

７２

９１

６８

１５２

４８

８２

１８８

１０３

８０４

２０

￣

￣

９

２

２２

￣

￣

５３

￣

６

￣

￣

９

１５

￣

￣

￣

４

４

_

１

￣

￣

１

２

１

２

３

￣

￣

￣

２

８

３４

４０

３３

４９

１４

5０

５２

７７

３４９

９０

３０

７１

２３

１２

1７

８４

1３４

４６１

１

￣

￣

￣

￣

１

１５

２７

１３

１０１

１３

２４

５８

５８

３０９

石1,L地域 4，３８４ ３２ ９９ －－ １１ ８ ３２ １４ ２０２ 1，１５１ 1，１３４ １５６ １５ ４ ２ ９ ４９１ ７０７ １ ３１６

UiL



の海域を漁業としている。これらの｡型底曳網は６月～９月同海域でしいら漬漁業を兼業する。
グ

ー（４）一本釣１１１((業

本地区一本釣漁業の漁場は，島根県大社町沖合から山口県三島周辺の水深20ｍ～120ｍ海域

である。主な漁場は．東から仁摩町～温泉津町沖合天然礁群．温泉津町沖人工礁群，江津市沖

郷の瀬，浜田市沖天然礁，人工魚礁群．三隅町鹿島周辺。益田市高島周辺の水深50ｍから80ｍ

の海域である。特に郷の瀬，高島周辺漁場は．魚種，来遊資源量が豊富で・本地区以外からも

多数出漁があり過密操業となっている。

～（５）いか釣漁業

本地区沿岸いか釣漁業は１月～３月のやりいか釣，５～10月のけんさきいか釣が主体であっ

たが、近年自動いか釣機の普及により10月～６月にするめいか釣を操業するものが増加しつつ

ある。これらのいか釣漁業は，本地区沿岸一帯を漁場としているが，やりいか釣が最も沿岸よ

りで操業されており、各地区先天然礁，投入まもない人工魚礁等の水深20ｍ～60ｍの海域が主

漁業である。けんさきいか釣は５月の初漁期から８月の盛漁期までは水深20ｍ～８０，．８月以

降深所に移り10月には水深120ｍ～140ｍが漁場となる。するめいか釣は前２者より沖合水深

120ｍ～180ｍ海域で操業されている。（第Ｗ-43図）
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第N－４３図関係地区沿岸漁場の利用状況
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（６）人工魚礁の利用実態

本地域で現在人工魚礁を利用している漁業種類は．一本釣。延繩。いか釣漁業であるが利用

実態は地区により異なる。アンケート調査によると，温泉津．益田地区の釣漁業者は，年間水

揚げの40～50紐を人工魚礁で水揚げしており，浜田地区。三隅地区で2096～25名，江津地区で

５～10名を水揚げしている。また季節的にも利用強度に菱があり，４月～６月が蚊も利用され

ている。

（７）人工礁に対する漁民の要望等

既設の人工魚礁，沈設予定の人エ礁に関するアンケート調査を関係地区釣漁業者169人に対

して行った。結果は次のとおりであった。回収率8496。（）内数字回答数

け）天然礁で年々漁痩量が減っている魚種

いか類ひらまさ

(ｲ）人工魚礁を沈設したため漁痩量が増加した魚種

めだし、

|iIT
ひらまさ ひらめ

(ｳ）人工礁の設置希望水深

［
80ｍ以深

(ｴ）設置の方向は

(5)その他

㈱次の魚種にはどのような魚礁が適しているか

－２０９－

いさき

(70）

たい類

(57）

ぶり

(56）

あじ

(32） (9) (8) (8)

その他

(80）

￣〆 ､▲

たい類

(63）

ぃさき

(56）

あじ

(“）

ぶり

(16） (9) (、

その他

(33）

血／、‘

Ｏ～

50ｍ

(17）

50～６０ｍ

(42）

６０～７０ｍ

(52）

70～80ｍ

(28） (６

、！

潮流を横切る

(89）

潮流に平fミ

(40）

､‘



、

Ⅱ〈て
魚

その

（107） （17）

（１４） （9１ （２）

（９５） ２０） （１）

(力）どのような魚法に利用したいか

セ企二

刺網(2)

件）漁獲期待魚種

（２）

(ｸ）次の魚種は魚礁からどの範囲まで漁痩可能か

■①

１８）

10-100ｍ５５）（67）（52）（88）（57）

100-200m２６）（22）１）（24）（８）

200-300ｍ（1１（１３）（13）４）

800ｍ以上（11）（１）（15）

4）人工礁漁場対象漁業種類目的魚顧の選定

（１）対象漁業種類

人工礁漁場において操業可能な漁業種類としては，人工礁漁場において操業可能な漁業種類としては，一本釣・延縄・はまち固定刺網・はまち

巻刺綱・中・小ﾉﾄﾞﾘまき網・小咽樋船底曳網等が考えられるが，当海域は釣漁業着業統数が非常

－２１０－

高い魚礁
低くても
広い魚礁 その他

ぶり (107） (17）

たい類 (１４） (91） (2)

いさき （９５） (20） (1)

一本釣（いか釣を含む）

(130）

延縄

(20）

、

一本釣 延繩 刺網

ぶり (122） （６）

たい類 (127） (19） (2)

いさき (128） (2)

いか （９８）

あじ (118）

その他 （４５） (19）

ぶり たし《類 いさき いか あじ

O～１０ｍ (39） (51） (56） (18） (45）

10～100ｍ (55） (67） (52） (88） (57）

100～200ｍ (26） (22） （１） (24） (３）

200～300ｍ (11） （１） （３） (13） (４）

300ｍ以上 (11） （１） (15）



に多いことから，綱漁業には下記のような許可上の制限条件がある。

（ｱ)はまち固定刺網：漁場は距岸3.000ｍ以内の組合地先に限る。

６)はまち巻刺網：漁場は所属漁協もしくは市町村地先に限る。

⑨中・小型まき網：対象魚種はあじ・さば・いわしを目的とする。

目小型機船底曳網：予定海域は禁止ライン内にある。

以上のことから，

第W－１４表１９７６年本地区釣漁業総生人工礁漁場の対象ｊ

産愚の主たる魚種別割合ｎ．土方釣満輩老‘

以上のことから，これらの綱漁業は

人工礁漁場の対象漁業種類に不適であ

り，また釣漁業者の大多数も共同利用

に強く反対している。これらのことか

ら､当人工礁漁場の対象漁業種類は一

本釣（いか釣を含む）．延繩とする。

（２）目的魚種

前述のアンケートの結果，対象漁業種類，

人工魚礁についての知見等から目的魚種はぶ

り．たし、類。いさきとする。1976年本地区

釣漁業総生産壁の主たる魚種別割合（第1V-

14表）は次のとおりである。（第Ｗ-44図）

８００

2２００

100

１９７２年 ７４ ７６

鏑Ｗ-44図関係地区釣漁業による目５）事業効果
的魚種生産量の推移

1975年末までに当海域には約40,000空７１fの人

工魚礁が設置されている。アンケート調査の結果から生産壁の約20ろ，約260tはこれらの人工

魚礁から生産されている。１空而当り6.5ｋ9になり、計画の人工礁漁場では集中的．機能的設置

により１空㎡当り７k9以上の効果が期待できる。

設 計Ｖ

１．事業計画

開発水域における主対象魚種をブリ･イサキ・マダイ・チダイの４種として事業計画を策定し

た。

１）知見結果の考察

漁場環境ならびに生物条件を考慮し、第Ｖ－１図のとおりＡ・Ｂ・ｃ．Ｄの４つの開発区域
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を選定した。

開発水域は

ｏ軟弱屈層厚３ｍ以下である。

ｏ海底勾配はゆるやかである。
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ｏ底質は細砂質および粗砂も一部分含まれるが，殆んどが中砂質によって占められている。

ｏ底棲魚の主餌料であるエビ・カニ等小型甲穀類・多毛類および小型魚類の棲息量が多い。

ｏ渦動域の緑辺部に位侭するためイワシ・アジなど餌料生物に恵まれ。魚群の銅集に好適な漁

場嚢境を有する（第Ｖ－２図）。遇
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水深は60～80ｍであるので対象魚種の移動回遊経路にあたり，生活域の条件がおおむね満足

されるため，漁場滞留期間が長い。

高島周辺ならびにオオクリ･高瀬グリなどの天然礁とともに開発水域の南西方60ｍ以浅海域

に設置されている人工魚礁群，浜田沖大型魚礁（80～100ｍ)等との有機的な連携を保ち，相
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乗的な効果が期待できる位置にある（第Ｖ－３図）。

（１）1'群；配置

ブリ；開発水域は渦動域によるプリ蛸集効果が期待できる漁場環境条件を有するが．その勢

力は弱く,沖合を移動する２才以上のブリを積極的に誘導し・滞留を助長するため流れを横切

るように細長く魚礁群を配置して．湧昇，擾乱等流動変化の強化が必要である。

なお・開発水域は渦動域の緑辺部に位置し，流動はかなり複雑であるため，魚礁群は三角形

状に配置して漁場利用面積の拡大を図つた。

西側および東側に存在するＡ゜Ｃの開発適地は約５１位,へだたっており，両魚礁群間の連携を

強化するため誘導礁を設け．開発水域全体の漁場価値を一層高める必要がある。

マダイ゜チダイ；マダイの主漁場は水深30～80ｍに形成されるが．特に40～70ｍの礁周辺が

好漁場となっている。成魚になると移動回遊経路は沖合となり，６０～120ｍ域の瀬付近が主漁

場となる。また．水深50～80ｍの細砂～中砂域はベントスの分布密度が高く，餌料生物面で適

しているといえる。従って，開発水域南西方水深60ｍ以浅にある既存の並型魚礁群との関連を

保ち,漁場における資源包容力を高めるため．魚礁群を水深60～70ｍに設置すれば最も効果的

であると考えた。

チダイはマダイに比べ外洋性・温水性であり，索餌ならびに産卵のため沖合域および西方域

から来遊するが，マダイに比べ滞留期間は短い。従って．マダイ同様水深60～70ｍに魚礁群を

設置すれば魚群の滞留効果は充分に期待できる。

イサキ；当水域周辺における移動回遊の状態は余り明らかでないが．沖合域から５～７月

（盛期６月）産卵群が水深50～70ｍ域まで接岸し，瀬をつたうような形で沿岸域まで来遊し，

産卵を終えると沖合へ逸散すると推定される。従って，沖合から加入される魚群を対象に水深

60～80ｍ域に魚礁群を造成し,漁業生産の効率を高める必要がある。

その他；群配置にあたって考慮すべき事項

ｏ漁業調整面から小型まき網，およびまき刺網。底刺網など綱漁業による漁場利用ができな

いため。釣漁業（一本釣，曳縄，延繩，立綱）による漁業生産の増大を図るためには開発水

域における漁場開発面積を可能な限り拡大して０利用漁船数の増加が見込まれる配置とする

こと。

ｏブリ・マダイ・チダイ・イサキとも一般に礁の潮上に濃く集まる傾向があるので．魚礁群

は流れに対して直角に細長く配置するのが望ましい。また，高い魚礁の潮下１ｌｂ､以内には高

さの低い魚礁はできるだけ設置しないように留意し，無駄のない配置とすること。

ｏ魚礁群有効範囲は概ね0.5～１Kmであることを考慮した群間隔を保つこと。

－２１６－



（２）群構造規模（第Ｖ－４，５図）

ブリ；プリ類に対する魚礁条件としては規模・高さ・広さのいずれも大きいほど集魚効果が

ある。そして魚体が高いほどイワシなどの飼料生物もよく集まるため，滞留期間も長くなる。
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また、湧昇流の超こＯやすい形状の瀬が魚礁効果が大きい。魚礁群は在来の850～400㎡よりも

大きくし０６００～800㎡とし｡より以上に集魚効果を期待できる規模とした。

（i）誘導・滞留礁（Ａ１～３Ｃｌ～３）

単体栂造は高さが７～８ｍの組立礁とし，第Ｖ－６～９図に示すような橘造体にしてｏ乱

流ができるだけ起きやすいようにする方がより効果的であろう。しかし、プリ粒以外の魚礁

空隙の必要な魚類の蛸集もあわせて考える必要があろう。また，魚礁群は乱流形成を容易に

し。しかも漁場利用面積を増大させるため三角形状に細長く列配列とする。列配列は魚礁効

果という観点から４基１組とし。約80077fとし800mlA1隔で配置した。列配列の及さはＡ・Ｃ

－２１７－
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第Ｖ－９図渦流実験図

開発区域とも1500ｍとした。

（ii）誘導礁（Ｂ１）

単体砿は滞留礁と同じ構造体のものを用い，500ｍ間隔で２基１組（約400㎡）で配置し

Ａ・Ｂ区間５，５００ｍ間に列配列とする。

イサキ；プリ同様高さ・規模・広さがいずれも大きい程効果的であり．高さも最低４～５ｍ

は必要とするようである。イサキは70～80ｍ以浅海域においては長くて４月中旬～９月までと

漁期が限定されるが。漁期間における魚礁に対する蝿集状況からみてブリ・マダイ・チダイと

生活域は同じであるので･開発水域内では特別にイサキ専用の魚礁群の設置は必要でなく、マ

ダイ・チダイ対象の魚礁群配置と併向して考えることにした。

マダイ・チダイ；マダイ・チダイともそれほど魚礁の高さを必要とせず,面積が広い方がよ

い。すなわち，いくつかのグループ群に分散し，かつ群間の距離が漁場としての有効面積とな

る配置構造がよい。しかしマダイは、ある程度の高さがないと期待できないとする意見もある。
１．

（産卵親魚は高さのある魚礁が必要。）

従って。単体礁は７～８ｍの高さの組立礁と２ｍ角型ブロックと併用した配置とした。すな

わち、恒流の潮下側に組立磯３基（約600㎡）１組とし，500ｍ間隔で南北方向に2500ｍの長さ

に細長く列配列を行う。

これらの組立礁により構成された滞留魚礁群との関連をもたせ，潮上側に500ｍ間隔で漁場面

積の広がりに重点をおいた魚礁群(Ｄ～Ｄ)を配置した｡この魚磯群の単体構造は既存の２ｍ角型

を用い､約200ｍの範囲内にできるだけ散在させたグループ群として滞留魚礁群の潮上側に配置する。

なお，マダイ・チダイばかりでなくイサキの鋼集にも適した魚礁群とするため，２～３段積

の箇所がグループ内に数ケ所形成されるように配置すれば一層効果的であろう。

-２１９－



第Ｖ－１表

i9組汀礁３基１組（約６０Ｃ

FEI圏と２ｍ角麺ブロック魚麗:群との瀧

ｌＩｎＯｎ

沮立礁耐
Ｉ］面

、極Ｉ型ブロッ，２００ｍｘ２５０ｍ区圃

、f壬Mrリブ■

-220-

内容 ねらい 造成面積 造成概要

(総括）

人工礁漁場造成
ブリ・イサキ・マダ

イ・チダイ
8.7ｌｂＩ

各種魚礁群配置

大型組立礁１５７基

（
ピラミッド魚礁１０５基；１基１９９㎡

ポリコン魚礁５２基；１基１８６，「

２ｍ角型ブロック２，７００ケ

）

(魚礁群）

Ａ

０

Ｂ

，

ブリ（2才魚以上

イサキ

マダイ成魚

乱流域および滞留域

造成

ブリ（2才以上）

イサキ

マダイ成魚

集魚・誘導域造成

（
マダィ

チダイ

イサキ

乱流域および集魚．

滞留域造成

Ａ；0.9K.『

Ｃ；０．９１t【

1.11(㎡

0.8Kni

大型組立礁４基１組（約８００Jf)の列

配置

魚礁群間隔８００，

列の長さ１，５００ｍ ）
Ａ；６０基Ｂ；６０基

4基×５ケ所×８列＝６０基

大型組立礁１２０基

大型組立礁２基1組（約400,f)の列

配置

魚礁群間隔５００，

列の長さ５，５００ｍ

大型組立礁２２基

2基×１１ケ所＝２２基

大型組立礁３基１組（約600㎡)の列

配圏と２ｍ角型ブロック魚礁群との組

合せ

大型組立礁群
魚礁群間隔５００，

列の長さ２，５００ｍ

鶏駕ﾌｼ(:鴉×2…
大型組立礁１５基（8基×5ケ所）

２ｍ角型プロ ソ ク２，７００ケ

(４５０ケ×６ケ所）

）

罰
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水深帯 概算事業費 考え方 備考

５５～９５ｍ

事業費

事業量

５２，１６７７７ｆ

ブリ･イサキ･マダイ・チ

ダイを主対象とする魚礁群

造成による総合開発

その他期待しうる魚種（漁痩対象）

ヒラマサ゜カンパチ゜メダイ・サバ

アヂ゜ウルメイワシ等の魚

ハタ類。メバル・カサゴ゜イシダイ

などの根付魚

その他ヤリイカ･ケンサキイカ・ヒラメ

Ａ；６５～７７ｍ

Ｃ；７３～９５ｍ

ブリ（２才魚以上）。イサ

キ･マダイ（成魚）を主対

象とする開発水域内への集

魚。滞留域造成

魚礁群の三角形状列配置に

よる利用漁場面積拡大

２才魚以上のブリの礁要求

高さ･規模・広さ

マダイ成魚の礁要求

高さ・規模・広さ

イサキの礁要求

高さ

７２～７８ｍ
ＬＣ開発区域の連けい強

化のための誘導域造成

５５～７０ｍ

マダイ・チダイ・イサキを

主対象とする開発水域内へ

の集魚・滞留域造成

大型組立礁の列配置による

集魚域と魚礁の広がりに重

点をおいた魚礁の広がりに

重点をおいた魚礁群との相

乗的な滞留効果の増大

マダイ（未成魚）の礁要求

広さ


